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緒
　
言

　

京
都
の
曼
殊
院
門
跡
で
は
、
江
戸
時
代
に
時
期
の
異
な
る
二
種
類
の
『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
』
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
種
類
の
目

録
を
通
覧
す
る
と
、
江
戸
時
代
時
点
で
の
曼
殊
院
門
跡
に
お
け
る
蔵
書
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
書
に
記
載
さ
れ
る
書
目

を
辿
っ
て
い
く
と
、
今
日
で
は
あ
ま
り
見
慣
れ
な
い
書
目
が
幾
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に
『
放ほ
う

生じ
よ
う

新し
ん

話わ

集し
ゅ
う』（

以
下
、「
該

本
」）
が
あ
る
。
現
在
、
該
本
は
上
冊
の
み
で
は
あ
る
が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
新
出
資
料
で
あ

る
該
本
の
書
誌
的
考
察
・
成
立
と
伝
来
・
本
文
内
容
の
解
説
・
翻
刻
を
取
り
上
げ
る
。

一
　
書
　
誌

　

該
本
上
冊
（
請
求
記
号　

ハ
四-

一
三
八
七
）
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
仮
名
草
子
で
あ
る
。
該
本
は
現
状
で
は
上
冊
の
み
の
確

認
に
と
ど
ま
り
、
刊
行
年
・
刊
行
元
は
不
詳
で
あ
る
。
以
下
に
該
本
の
書
誌
に
関
す
る
情
報
を
述
べ
る
。

　

表
紙
は
、
金
茶
色
無
地
原
表
紙
（
縦
二
十
三
・
二
糎
×
横
十
六
・
二
糎
）（【
資
１

】）。
装
訂
は
、
四
目
綴
の
袋
綴
。
書
型
は
、
半
紙
本
で
あ
り
、

『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
十
九
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）

早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
『
放
生
新
話
集
』
上
冊
・
資
料
紹
介
、
及
び
考
証

　

瀧
　
山
　
　
　
嵐
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冊
数
は
一
冊
。
料
紙
は
本
文
、
楮ち
よ

紙し

。
表
表
紙
右
肩
に
貼
紙
「
現

（
朱
方
印
）
千
四
百
十
号　

二
冊
」（
縦
八
・
五
糎
×
横
一
・
三
糎
）

が
あ
る
。
表
表
紙
見
返
し
右
上
部
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
三
段

の
記
号
枠
印
（
朱
印
）
が
あ
る
。
上
段
に
分
類
記
号
「
ハ
４

」
の

朱
印
、
中
段
に
図
書
記
号
「
１

３

８

７

」
が
鉛
筆
書
き
さ
れ
て
い

る
。
一
丁
オ
モ
テ
、
序
文
一
・
二
行
目
上
部
に
曼
殊
院
門
跡
の
蔵

書
印
（
印
記
「
曼
殊
／
圖
書
／
之
印
」﹇
朱
印
﹈）、
及
び
同
丁
三
・
四

行
目
上
部
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
蔵
書
印
（
印
記
「
早
稲
田
／
大

学
／
圖
書
」﹇
朱
方
印
﹈）
が
あ
る
（【
資
２

】）。
ま
た
、
三
丁
オ
モ
テ
、

目
録
の
左
下
部
に
も
曼
殊
院
門
跡
の
同
蔵
書
印
が
あ
る
（【
資
３

】）。

該
本
に
は
曼
殊
院
門
跡
の
蔵
書
印
が
二
つ
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

題
簽
は
、
原
題
簽
、
左
肩
子
持
枠
刷
題
簽
（
縦
十
七
・
八
糎
×
横
三
・
七
糎
）
で
あ
る
。
外
題
は
墨
書
で
「
放
生
新
話
集
上

　

」、
序
題
は
「
放

生
新
話
集
序
」、
目
録
題
は
「
放
生
新
話
集
之
目
録
」、
柱
題
は
「
放
生
上
」
と
あ
る
。
な
お
、
内
題
・
尾
題
は
無
い
。
丁
数
は
、
全
二
十

七
丁
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
序
文
二
丁
、
目
録
一
丁
、
本
文
二
十
四
丁
で
あ
る
（【
資
２

・
３

・
４

】）。

　

柱
刻
は
、
上
下
白
口
、
無
魚
尾
で
単
線
に
よ
り
分
画
さ
れ
る
（
上
象
鼻
三
・
八
糎
、
中
縫
十
一
・
三
糎
、
下
象
鼻
五
・
七
糎
）。
中
縫
に
柱
題
「
放

生
上
」、
下
象
鼻
に
丁
付
が
あ
る
。
匡
郭
は
四
周
単
辺
無
界
、
序
文
印
面
の
寸
法
は
、
縦
二
十
・
八
糎
×
横
十
四
・
四
糎
（
一
丁
オ
の
内
匡

郭
を
計
測
）、
本
文
印
面
の
寸
法
は
、
縦
二
十
一
・
三
〜
二
十
一
・
八
糎
×
横
十
四
・
五
糎
前
後
（
三
丁
目
以
下
の
内
匡
郭
の
寸
法
の
平
均
値
）

で
あ
る
。

【資１】表表紙
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本
文
は
、
漢
字
交
じ
り
の
平
仮
名
で
あ
り
、
振
仮
名
・
濁
点
が

施
さ
れ
る
。
句
読
点
は
序
文
に
の
み
「
．」
の
符
号
が
あ
る
。
行

数
と
字
数
は
、
序
文
・
目
録
が
毎
半
葉
八
行
、
毎
行
平
均
十
五
字

前
後
、
本
文
が
毎
半
葉
十
行
、
毎
行
平
均
十
七
〜
二
十
一
字
で
あ

る
。
挿
絵
は
、
半
葉
六
図
（
五
丁
オ
・
八
丁
ウ
・
十
二
丁
オ
・
十
六

丁
ウ
・
二
十
丁
オ
・
二
十
四
丁
オ
）
で
あ
り
、
吉よ
し

田だ

半は
ん

兵べ

衛え

の
画
風

が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
全
六
図
に
、
す
や
り
霞
（
槍
霞
）
が
描
か

れ
る
。

【資３】目録冒頭（三丁オ）

【資２】序文冒頭（一丁オ）

【資４】本文冒頭（四丁オ）
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該
本
は
、
文
字
や
匡
郭
等
に
摩
滅
や
欠
け
が
な
く
刷
り
の
状
態

も
良
好
な
た
め
、
初
印
と
思
し
い
。
少
虫
損
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、

補
修
等
の
痕
跡
は
な
い
。
そ
の
他
、
各
話
の
表
題
上
部
に
は
、
通

し
番
号
や
表
題
の
頭
文
字
の
書
き
入
れ
や
、
挿
絵
を
塗
り
潰
し
た

痕
跡
等
も
見
受
け
ら
れ
る
（
十
六
丁
ウ
）。
ま
た
、
二
十
七
丁
ウ
ラ

に
人
型
と
思
し
き
落
書
き
（
縦
一
・
九
糎
×
横
一
・
〇
糎
）、
さ
ら

に
裏
表
紙
見
返
し
中
央
部
に
も
人
型
の
落
書
き
（
縦
五
・
六
糎
×

横
三
・
六
糎
）
が
あ
る
（【
資
５

】）。
後
者
は
僧
を
模
し
た
落
書
き

と
推
察
で
き
よ
う
か
。

二
　
水
谷
不
倒
氏
旧
蔵
書
と
早
稲
田
大
学
図
書
館

　

該
本
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
上
冊
の
み
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
が
、
下
冊
の
所
在
に
つ
い
て
は
現
状
不
明
で
あ
る１
。
ま
た
、
早

稲
田
大
学
図
書
館
の
学
術
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の

書
誌
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
出
版
元
や
出
版
年
は
「
不
明
」
と
し
、

「
注
記
」
項
に
「
曼
殊
院
、
水
谷
不
倒
旧
蔵
」
と
記
載
が
あ
る２
。

該
本
は
、
二
つ
の
曼
殊
院
門
跡
の
蔵
書
印
が
確
認
で
き
る
が
、
水

谷
氏
旧
蔵
の
根
拠
は
原
本
調
査
の
み
で
は
判
明
し
な
い３
。
そ
こ
で

【資５】裏表紙見返　落書き
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同
館
所
蔵
の
カ
ー
ド
目
録
を
確
認
し
て
み
る
と
、「
４

２

．
６　

水
谷
」
と
い
う
記
載
を
見
出
し
た
。
こ
れ
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

六
月
に
同
館
が
水
谷
氏
寄
贈
書
を
収
蔵
（
あ
る
い
は
、
整
理
・
登
録
）
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
４る
。

　

水み
ず

谷た
に

不ふ

倒と
う

氏
（
本
名
弓ゆ
み

彦ひ
こ

。
一
八
五
八
〜
一
九
四
三
）
は
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
早
稲
田
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
専
門
学
校

を
卒
業
し
た
。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
十
一
月
に
大
阪
毎
日
新
聞
社
に
入
社
し
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
退
社
し
た
。
そ

の
後
は
、
浄
瑠
璃
を
主
と
す
る
近
世
文
学
の
研
究
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、『
水
谷
不
倒
著
作
集
』
全
八
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
〜

一
九
七
七
年
）
の
研
究
成
果
を
上
梓
し
た
。
水
谷
氏
は
、
近
世
文
学
研
究
者
と
し
て
の
顔
だ
け
で
は
な
く
、
古
典
籍
の
蒐
集
家
と
し
て
も

名
高
い
。
例
え
ば
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
の
関
東
大
震
災
の
直
前
の
四
月
に
蔵
書
の
売
立
を
実
施
し
て
い
た５
。
当
時
の
水
谷

氏
蔵
書
に
関
し
て
、
反そ

り

町ま
ち

茂し
げ

雄お

氏
（
一
九
〇
一
〜
一
九
九
一
）
は
下
記
の
ご
と
く
証
言
す
る
。

大
正
大
震
災
の
直
前
、
大
正
十
二
年
四
月
に
、
蔵
書
の
大
部
分
を
あ
げ
て
、
神
田
錦
町
の
松
本
亭
で
入
札
目
録
に
付
し
て
居
ら
れ
、

『
水
谷
文
庫
蔵
書
売
立
目
録
』
と
云
う
小
冊
子
（
四
六
判
三
十
一
頁
）
が
上
梓
さ
れ
て
居
ま
す
。（
…
中
略
…
）
目
録
は
水
谷
さ
ん
自
身

の
編
纂
ら
し
く
、
総
数
百
三
十
口
、
点
数
で
約
五
百
点
。
こ
れ
は
み
な
完
本
で
、
零
本
は
あ
り
ま
せ
ん
。
云
う
ま
で
も
な
く
、
入
札

目
録
に
の
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
全
蔵
書
の
内
の
比
較
的
優
秀
品
だ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
時
売
立
て
ら
れ
た
和
本
類
は
、
こ
れ
ら
に
三
、

四
倍
す
る
数
量
で
、
多
分
千
五
百
点
乃
至
二
千
点
、
冊
数
で
五
千
冊
前
後
だ
っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
ま
す６
。

古
書
店
界
隈
に
お
い
て
も
水
谷
氏
蔵
書
は
評
判
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
水
谷
氏
蔵
書
は
市
場
へ
の
関
与
に
留
ま
ら
ず
、
早
稲
田
大
学

図
書
館
に
も
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
水
谷
氏
旧
蔵
本
と
同
館
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
些
か
言
及
し
て
お
こ
う
。
時
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）、
東
京
専
門
学
校

は
早
稲
田
大
学
へ
と
改
称
さ
れ
た
。
早
稲
田
大
学
開
校
と
同
時
期
に
、
独
立
し
た
二
つ
の
図
書
館
棟
が
建
設
さ
れ
、
初
代
館
長
に
市い

ち

島し
ま

春し
ゆ
ん

城じ
よ
う

氏
（
本
名
、
謙
吉
。
一
八
六
〇
〜
一
九
四
四
）
が
就
任
し
た
。
館
長
就
任
後
の
市
島
氏
は
、
と
り
わ
け
図
書
館
資
料
の
蔵
書
活
動
に
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邁
進
し
、
以
後
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の
退
任
ま
で
十
五
年
に
わ
た
り
図
書
館
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
。
市
島
氏
は
、
日
々

の
出
来
事
を
日
誌
と
し
て
記
録
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
通
覧
す
る
と
、
図
書
館
の
蔵
書
の
発
展
に
粉
骨
砕
身
す
る
同
氏
の
軌
跡
を
辿
る
こ

と
が
で
き
る７
。
そ
の
日
誌
の
中
に
は
水
谷
氏
と
の
交
流
も
度
々
み
ら
れ
る
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
二
月
六
日
の
記
事
に
は
、「
水

谷
弓
彦
方
へ
立
寄
、
其
の
蔵
書
を
見
る８
」
と
あ
り
、
水
谷
氏
蔵
書
を
実
見
し
て
い
る
。
そ
の
二
年
後
の
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
五

月
の
水
谷
蔵
書
に
関
す
る
記
述
は
刮
目
す
べ
き
箇
所
で
あ
る
。
以
下
に
関
連
記
事
を
列
記
す
る
。

・ 

五
月
十
四
日
「
水
谷
不
倒
を
訪
ふ
て
、
其
の
蔵
書
を
観
る
。
館
之
為
蔵
書
全
部
三
千
五
百
冊
を
千
二
百
円
に
て
買
受
る
の
交
渉
を
な

し
事
決
す
」

・
五
月
十
五
日
「
琳
琅
閣
ニ

　

至
り
、
館
之
為
水
谷
蔵
書
購
入
之
件
を
協
議
す
」

・
五
月
十
六
日
「
図
書
譲
受
之
事
ニ

　

関
し
、
水
谷
よ
り
来
書
あ
り
」

・
五
月
十
八
日
「
水
谷
不
倒
来
訪
（
中
略
）
午
後
よ
り
水
谷
を
訪
ひ
、
又
琳
琅
閣
を
訪
ふ
て
、
水
谷
図
書
購
入
之
事
を
決
す
」

・
五
月
十
九
日
「
水
谷
へ
図
書
代
金
之
内
六
百
円
渡
す９
」

市
島
氏
は
図
書
館
の
た
め
に
水
谷
氏
蔵
書
三
五
〇
〇
冊
を
購
入
す
る
た
め
の
交
渉
を
し
、
成
立
さ
せ
た
。
図
書
購
入
に
際
し
、
両
者
と
も

親
交
の
あ
る
文
京
区
本
郷
の
古
書
店
、
琳り

ん

琅ろ
う

閣か
く

（
明
治
八
年
創
業
）
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
同
館
へ
の
該

本
の
収
蔵
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
で
あ
る
。
水
谷
氏
蔵
書
の
収
蔵
（
あ
る
い
は
、
整
理
・
登
録
）
は
、
目
録
カ
ー
ド
の
記
録
を
辿

る
限
り
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
十
一
月
か
ら
明
治
四
十
二
年
六
月
に
集
中
し
て
い
る
。
明
治
四
十
二
年
四
月
に
は
、
水
谷
氏
旧

蔵
の
小こ

寺で
ら

玉ぎ
よ
く

晁ち
よ
う（

広
路
）
収
集
の
筆
者
本
、『
玉
晁
日
記
』
を
は
じ
め
、
そ
の
他
写
本
類
二
四
五
種
を
収
蔵
し
て
お
り
、「
玉
晁
叢
書
」（
請

求
記
号　

イ
四-

六
九
六-

一-

二
四
五
）
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
るＡ
。
収
蔵
の
時
期
か
ら
推
察
す
る
と
、
小
寺
玉
晁
旧
蔵
本
と
同
様
に
該

本
も
、
こ
れ
ら
と
同
時
期
に
あ
る
程
度
纏
ま
っ
て
収
蔵
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
該
本
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
図
書
は
、
先
述
の
水
谷
氏
蔵
書
三



早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
『
放
生
新
話
集
』
上
冊
・
資
料
紹
介
、
及
び
考
証

─　　─187

五
〇
〇
冊
の
内
の
一
部
と
判
断
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

日
誌
の
記
録
に
基
づ
く
限
り
市
島
氏
は
、
少
な
く
と
も
明
治
三
十
九
年
二
月
に
は
水
谷
氏
蔵
書
を
実
見
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
貴
重
な

資
料
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
に
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
三
月
に
は
、
水
谷
氏
か
ら
読
本
・
草
双
紙
・
人
情
本
な
ど
、

四
十
八
種
二
〇
五
冊
の
寄
贈
を
受
け
て
い
るＢ
。
そ
の
蔵
書
寄
贈
の
背
景
に
は
市
島
氏
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
簡
単
に
纏
め
る
。
市
島
氏
は
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
五
月
に
水
谷
氏
蔵
書
の
購
入
に
関
す
る
交
渉
を
成
立
さ
せ
た
。

そ
の
後
、
該
本
を
含
め
た
水
谷
氏
蔵
書
は
明
治
四
十
二
年
六
月
に
同
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
。

三
　
成
立
と
伝
来

　

本
節
で
は
該
本
の
成
立
と
伝
来
と
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
初
期
よ
り
刊
行
さ
れ
た
書し
よ

籍じ
や
く

目も
く

録ろ
く

と
曼
殊
院
門
跡
の
蔵
書
目
録
と
を
手
掛

か
り
に
考
え
て
い
く
。

　

で
は
、
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
目
録
の
記
載
情
報
を
確
認
す
るＣ
。
書
籍
目
録
と
は
、
部
門
別
に
分
類
さ
れ
た
寛
文
六
年
（
一
六

六
六
）
刊
『
和
漢
書
籍
目
録
』
を
嚆
矢
と
し
て
、
以
降
、
分
野
別
の
分
類
に
加
え
、
イ
ロ
ハ
別
の
分
類
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
板
元
名
・
値

段
付
な
ど
の
情
報
も
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
江
戸
期
の
書
籍
目
録
に
お
い
て
最
初
に
該
本
の
書
目
が
現
れ
る
の
は
、
延
宝
三
年
（
一

六
七
五
）
刊
本
の
増
修
補
本
で
あ
る
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
刊
『
新
増
書
籍
目
録
』
で
あ
る
。
同
書
は
、「
儒
書
」「
医
書
」「
仮
名
」「
仏

書
」
の
四
部
類
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
目
を
イ
ロ
ハ
順
に
記
載
し
て
い
る
。
該
本
は
、「
ほ
仮
名
」
の
部
類
に
「
二　

放
生
新
話
集
」
と
記

載
が
あ
る
。「
二
」
と
は
該
本
の
冊
数
を
示
し
て
お
り
、
上
下
冊
共
々
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
よ
う
。

　

次
に
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
刊
『
広
益
書
籍
目
録
』
を
取
り
上
げ
る
。
貞
享
二
年
本
は
、
延
宝
三
年
刊
『
書
籍
題
林
』
の
板
木
を

使
用
し
た
刊
本
で
あ
り
、
大
幅
に
補
修
・
補
刻
さ
れ
て
い
る
。
延
宝
三
年
刊
本
の
「
仮
名
和
書
」
の
部
類
に
は
該
本
の
書
目
が
存
し
な
い



─　　─188

こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
貞
享
二
年
に
は
該
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
よ
う
。
貞
享
二
年
刊
本
で
は
、「
仮
名
和
書
」
の

部
類
に
「
二　

放
生
新
話
集
」
と
あ
り
、
天
和
三
年
本
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
、
同
書
「
物
語
書
」
の
部
類
に
も
「
二　

同
新

話
集
」（
直
前
に
『
放
生
物
語Ｄ
』
の
書
名
が
あ
る
た
め
の
表
記
）
と
記
載
が
あ
る
。
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
『
広
益
書
籍
目
録
』「
仮
名
和
書
」

の
部
類
で
は
「
二　

放
生
新
話
」
と
あ
り
、「
放
生
新
話
集
」
の
「
集
」
が
欠
落
し
て
い
る
（【
資
６

】）。
無
論
、
両
者
が
別
書
の
可
能
性

も
存
す
る
が
、
部
類
や
冊
数
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
同
書
と
判
断
す
る
。
ま
た
、
同
書
「
物
語
書
」
の
部
類
に
は
、
貞
享

二
年
刊
本
と
同
様
、「
二　

同
新
話
集
」（
直
前
に
『
放
生
物
語
』）
と
あ
る
（【
資
７

】）。
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
刊
『
新
版
増
補
書
籍
目
録
』

「
仮
名
和
書
並
女
書
」
の
部
類
に
は
「
二　

放
生
新
話
集
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
元
禄
十
二
年
本
に
は
「
物
語
書
」
の
部
類
が
な
い
。

　

そ
の
他
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
河
内
屋
喜
兵
衛
刊
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
丸
屋
源
兵
衛
増
修
本
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
丸
屋

源
兵
衛
刊
『
増
益
書
籍
目
録
』「
ほ
仮
名
」
の
部
類
に
は
、「
二　

大
坂　

放
生
新
話
」
と
あ
り
、
板
元
名
の
情
報
が
加
わ
る
（【
資
８

】）。

そ
の
後
の
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
永
田
調
兵
衛
刊
『
新
撰
書
籍
目
録
』
で
は
分
類
方
法
も
変
わ
り
、「
仮
名
物
草
子
類
」
の
部
類
が
設

け
ら
れ
る
が
、
該
本
の
書
目
は
見
出
せ
な
く
な
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
内
容
を
纏
め
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
書
籍
目
録
に
お
い
て
該
本
の
書
目
は
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
刊
『
新
増
書
籍
目
録
』

か
ら
記
載
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
の
書
籍
目
録
以
降
、
該
本
の
書
目
は
見
出
せ
な
く
な
る
。

　

次
に
旧
蔵
元
で
あ
る
曼
殊
院
門
跡
の
蔵
書
目
録
に
拠
り
、
該
本
の
位
置
付
け
を
行
う
。
江
戸
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
、
曼
殊
院
門
跡

で
は
下
記
五
点
の
蔵
書
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
るＥ
。

・
甲
本
「
曼
殊
院
蔵
書
目
録
」
四
冊
…
作
成
時
期
の
記
載
な
し
。
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
一
七
三
六
）
か

・
乙
本
「
曼
殊
院
宮
蔵
書
目
録
」
一
冊
…
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

・
丙
本
「
曼
殊
院
什
物
帳
」
一
冊
…
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
九
月
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【資７】元禄五年刊　永田調兵衛等板『広益書籍目録』「物語書」（架蔵）

【資６】元禄五年刊　永田調兵衛等板『広益書籍目録』「仮名和書」（架蔵）
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・
丁
本
「
書
籍
目
録
」
一
冊
…
作
成
時
期
の
記
載
な
し
。

・
戌
本
「
曼
殊
院
蔵
書
目
録
」
一
冊
…
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

　

享
保
年
間
作
成
の
甲
本
と
慶
応
元
年
作
成
の
乙
本
に
基
づ
い
て

該
本
の
位
置
付
け
を
行
うＦ
。
甲
本
と
乙
本
の
書
目
の
排
列
方
法
は

少
々
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
甲
本
は
内
容
・
分
野
毎
に
部
類
を
設

け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
乙
本
は
甲
本
に
お
け
る
部
類
毎
の
分
類

で
は
な
く
、『
千
字
文
』
の
「
天
」「
地
」「
玄
」「
黄
」
以
下
「
別
」

ま
で
の
計
三
二
六
文
字
を
、
例
え
ば
「
三
百
二
十
六　

別　

壹
箱
」

の
ご
と
く
書
目
の
直
前
に
設
け
る
。
な
お
、『
千
字
文
』
の
漢
字

の
直
前
に
あ
る
箱
数
の
通
し
番
号
は
別
筆
で
あ
り
、
便
宜
的
に
付

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
乙
本
の
分
類
で
は
、
甲
本
の
複
数

の
部
類
項
目
を
含
ん
で
お
り
、
箱
単
位
で
目
録
作
成
が
な
さ
れ
る
。

該
本
の
場
合
、
乙
本
「
三
百
六　

優　

壹
箱
」
に
書
目
の
記
載
が

あ
る
。「
優
」
項
は
、
甲
本
の
部
類
の
内
「
警
話
」
項
四
書
目
、「
勧

誡
」
項
十
一
書
目
、「
寓
問
」
項
四
書
目
の
計
十
九
書
目
が
記
載

さ
れ
る
。
留
意
す
べ
き
は
、
乙
本
成
立
の
慶
応
元
年
段
階
で
所
在

が
確
認
で
き
な
い
書
目
に
つ
い
て
は
、
冊
数
の
直
後
に
「
不
見
」

と
記
載
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
甲
本
「
勧
誡
」
項
の
冒

【資８】宝永六年刊　丸屋源兵衛板『増益書籍目録』「ほ仮名」（架蔵）
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頭
の
『
霖
雨
記
』
は
、
乙
本
で
は
「
不
見
」
と
記
さ
れ
、
所
在
が
不
明
で
あ
り
、
甲
本
作
成
以
降
に
曼
殊
院
門
跡
か
ら
散
逸
し
た
と
判
断

で
き
る
。
該
本
の
場
合
、「
不
見
」
の
記
載
は
な
く
、
乙
本
の
慶
応
元
年
の
段
階
に
お
い
て
も
曼
殊
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

　

さ
て
、
該
本
の
書
目
は
、
甲
本
『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
』
下
巻
（
四
十
七
丁
ウ
ラ
）、「
警
話
」
の
項
に
「
一　

放
生
新
話
集　

二
策
」
と

あ
る
。「
警
話
」
と
は
、
仏
教
の
訓
戒
に
関
わ
る
話
を
主
と
す
る
部
類
で
あ
る
。
こ
の
「
警
話
」
項
に
は
下
記
の
四
つ
の
書
目
が
排
列
さ

れ
て
い
る
。

一　

撰
集
抄　
　
　

九
策

一　

長
明
発
心
集　

八
策

一　

因
果
物
語　
　

六
策

一　

放
生
新
話
集　

二
策

こ
れ
ら
は
所
謂
、
仏
教
説
話
の
部
類
で
あ
り
、
あ
る
程
度
、
作
品
の
内
容
に
即
し
た
分
類
・
整
理
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

部
類
内
の
書
目
の
排
列
に
つ
い
て
「
警
話
」
項
に
限
定
し
て
い
え
ば
、
九
冊
本
『
撰
集
抄
』
は
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）、
同
四
年
（
一

六
五
一
）、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
刊
本
が
あ
る
。
八
冊
本
『
長
明
発
心
集
』
は
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）

の
刊
本
が
あ
る
。
仮
に
連
続
す
る
書
目
同
士
の
刊
行
年
が
近
い
、
あ
る
い
は
同
時
期
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
九
冊
本
『
撰
集
抄
』
は
慶
安
三

年
、
あ
る
い
は
同
四
年
、
八
冊
本
『
長
明
発
心
集
』
は
、
慶
安
四
年
の
刊
本
と
な
る
。
続
く
『
因
果
物
語
』
は
片
仮
名
本
と
平
仮
名
本
と

が
あ
り
、
片
仮
名
本
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
の
平
仮
名
本
の
刊
行
年
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で

は
な
い
。
片
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
序
文
（
行こ
う

厳が
ん

雲う
ん

歩ぽ

著
）
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
僧
で
あ
る
鈴す
ず

木き

正し
ょ
う

三さ
ん

（
一
五
七
九
〜
一
六
五
五
）
が
門

外
に
持
ち
出
す
こ
と
を
固
く
禁
じ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
者
か
が
密
か
に
写
し
取
り
、
勝
手
に
序
文
を
つ
け
て
改
竄
を
施
し
板
行

し
て
い
る
と
い
う
苦
言
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ
ゆ
え
、
師
で
あ
る
鈴
木
正
三
の
正
本
を
上
梓
し
た
と
刊
行
の
理
由
を
記
すＧ
。
片
仮
名
本
の
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序
文
に
拠
る
と
、
少
な
く
と
も
片
仮
名
本
に
先
行
す
る
寛
文
元
年
以
前
に
は
平
仮
名
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
よ
うＨ
。
ま
た
、

平
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
は
通
例
と
し
て
十
一
行
本
・
十
二
行
本
・
平
仮
名
抄
出
本
の
三
系
統
の
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
。
十
一
行
本
の

代
表
は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
横
山
重
氏
旧
蔵
本
）
大
本
六
巻
六
冊
で
あ
り
、
目
録
記
載
の
『
因
果
物
語
』
が
、
こ
の
板
本
と
同
種
で

あ
る
な
ら
ば
、
目
録
記
載
の
冊
数
と
も
一
致
す
る
。
さ
ら
に
『
因
果
物
語
』
は
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
刊
『
増
補
書
籍
目
録
』「
法
語
」

の
部
類
に
も
「
六
冊
」
本
と
し
て
記
載
が
あ
るＩ
。
し
た
が
っ
て
、
六
冊
本
『
因
果
物
語
』
は
、
片
仮
名
本
成
立
の
寛
文
元
年
以
前
（
あ
る

い
は
同
時
期
）
に
成
立
し
た
と
判
断
で
き
る
。

　
「
警
話
」
項
の
書
目
の
刊
行
年
を
ま
と
め
る
と
、
九
冊
本
『
撰
集
抄
』
は
慶
安
三
年
、
あ
る
い
は
同
四
年
、
八
冊
本
『
長
明
発
心
集
』
は
、

慶
安
四
年
、
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
は
寛
文
元
年
以
前
の
刊
行
と
な
り
、
少
な
く
と
も
寛
文
元
年
段
階
で
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
判
断

で
き
る
。
刊
行
年
代
順
の
規
則
性
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
該
本
は
寛
文
元
年
と
同
時
期
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
後
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
と

推
察
で
き
るＪ
。

　

他
方
、
該
本
の
本
文
内
容
か
ら
も
あ
る
程
度
、
成
立
年
の
推
定
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
文
に
み
ら
れ
る
特
定
の
元
号
を
時
代

順
に
列
記
し
て
み
る
と
、「
寛
永
の
こ
ろ
」（
十
丁
ウ
）
は
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
一
六
四
五
）、「
正
保
五
年
」（
十
二
丁
ウ
）
は
正
保
五
年
（
一

六
四
八
）、「
過
に
し
承
応
の
こ
ろ
」（
十
七
丁
オ
）
は
承
応
年
間
（
一
六
五
二
〜
一
六
五
五
）、「
明
暦
の
末
つ
か
た
」（
六
丁
オ
）
は
明
暦
年
間
（
一

六
五
五
〜
一
六
五
八
）、「
寛
文
六
年
九
月
中
旬
」（
四
丁
オ
）
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
と
な
る
。
さ
ら
に
、「
黄
檗
山
隠
元
禅
師
の
お
は
し

ま
す
御
寺
へ
お
り
〳
〵
参
詣
し
け
る
所
に
」（
二
六
丁
ウ
）
の
記
述
に
も
留
意
し
た
い
。「
隠
元
」
は
、
京
都
府
宇
治
市
の
黄お
う

檗ば
く

山さ
ん

万ま
ん

福ぷ
く

寺じ

を
開
き
、
日
本
黄
檗
宗
の
開
祖
と
な
る
隠い
ん

元げ
ん

隆り
ゆ
う

琦き

（
一
五
九
二
〜
一
六
七
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。
隠
元
は
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
に
黄

檗
山
万
福
寺
を
開
き
、
そ
の
後
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
ま
で
の
三
年
間
、
住
職
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、「
黄
檗
山
隠

元
禅
師
の
お
は
し
ま
す
御
寺
」
の
期
間
は
、
隠
元
が
住
職
に
就
い
て
い
た
万
治
三
年
か
ら
寛
文
四
年
ま
で
の
三
年
の
間
と
限
定
で
き
る
。
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具
体
的
に
記
述
さ
れ
る
本
文
の
年
次
情
報
を
整
理
し
て
み
る
と
、
該
本
に
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
凡
そ
四
十
年
間
の
出
来
事
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
該
本
の
成
立
に
つ
い
て
言
え
ば
、
少
な
く
と
も
寛
文
六
年
以
降
に
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
こ

こ
ま
で
の
分
析
内
容
を
以
下
に
纏
め
る
。

① 

該
本
は
、『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
』
甲
本
に
お
け
る
排
列
の
規
則
性
に
基
づ
く
と
、
片
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
刊
行
の
寛
文
元
年
（
一

六
六
一
）
以
前
（
あ
る
い
は
、
同
時
期
）
成
立
の
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
刊
行
以
後
に
成
立
し
た
。

②
該
本
は
、
本
文
内
容
の
年
次
情
報
に
基
づ
く
と
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
以
降
に
成
立
し
た
。

③
該
本
は
、
江
戸
期
の
書
籍
目
録
に
基
づ
く
と
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
刊
本
の
記
載
が
最
初
期
で
あ
る
。

④ 

該
本
は
、『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
』
甲
本
・
乙
本
の
蔵
書
の
記
録
に
基
づ
く
と
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
一
七
三
六
）
か
ら
慶
應
元
年
（
一

八
六
五
）
十
二
月
段
階
に
お
い
て
は
、
曼
殊
院
門
跡
に
蔵
さ
れ
て
い
た
。

⑤ 

水
谷
不
倒
氏
は
、
早
稲
田
大
学
に
寄
贈
す
る
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
六
月
に
は
少
な
く
と
も
該
本
上
冊
（
下
冊
も
伴
っ
て
い
た

可
能
性
も
あ
る
）
を
掌
中
に
収
め
て
い
た
。

　

以
上
、
該
本
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
か
ら
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
凡
そ
十
七
年
の
間
に
成
立
し
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
一
七

三
六
）
か
ら
慶
應
元
年
（
一
八
六
五
）
十
二
月
の
段
階
ま
で
は
曼
殊
院
門
跡
に
蔵
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
散
逸
し
、
水
谷
不
倒
氏
の
掌
中

に
収
ま
り
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
六
月
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
。

四
　
解
　
説

　

該
本
は
、
十
五
の
小
話
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
仮
名
草
紙
で
あ
る
。
以
下
に
各
話
の
表
題
を
列
記
す
る
。
な
お
、
掲
出
に
あ
た
り
便
宜
的

に
番
号
を
付
し
た
。
①
「
白
鳫
を
助
く
る
事
」、
②
「
亀
を
助
け
難
を
の
か
る
ゝ
事
」、
③
「
蛇
人
の
命
に
か
は
る
事
」、
④
「
狐
の
報
恩
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に
よ
り
冨
貴
と
な
る
事
」、
⑤
「
法
師
熊
の
事
」、
⑥
「
鶏
の
事
」、
⑦
「
猴
の
事
」、
⑧
「
赤
貝
の
事
」、
⑨
「
鮑
を
助
け
船
の
難
を
の
が

る
る
事
」、
⑩
「
狗
の
川
を
渡
す
事
」、
⑪
「
烏
小
刀
を
持
ち
来
た
る
事
」、
⑫
「
燕
蟻
の
事
」、
⑬
「
川
太
郎
の
事
」、
⑭
「
猫
と
鶏
の
事
」、

⑮
「
雑
喉
を
放
て
徳
益
を
得
る
事
」。

　

書
名
の
「
放
生
」
と
は
、
捕
獲
し
た
魚
や
鳥
な
ど
の
生
物
を
生
か
し
た
ま
ま
放
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、『
日
本
霊
異
記
』
上

巻
「
贖w

亀
命q
放
生
得w

現
報q

亀
所p

助
縁
第
七
」
や
「
贖w

蟹
蝦
命q

放
生
現
報
蟹
助
所p

助
縁
第
十
二
」
に
お
い
て
も
、
放
生
の
善
根
に

よ
る
功
徳
を
説
く
説
話
は
存
す
る
。
該
本
の
内
容
は
所
謂
、
仏
教
説
話
に
お
け
る
報
恩
譚
と
も
関
連
す
る
。

　

で
は
、
該
本
の
序
文
を
確
認
す
る
。
な
お
、
読
み
や
す
さ
を
重
視
し
、
漢
字
へ
の
変
換
や
表
記
を
改
め
る
等
の
校
訂
を
適
宜
施
し
た
。

敬
つ
て
尋
ぬ
る
に
、
如
来
の
慈
悲
広
大
に
し
て
、
そ
の
深
き
を
た
と
へ
ん
と
す
る
に
、
物
の
比
す
る
な
し
。
浅
き
は
ま
た
な
ん
ぞ
や
。

是
、
行
住
坐
臥
の
う
ち
に
あ
り
。
浅
き
よ
り
深
き
に
入
り
、
深
き
よ
り
出
づ
る
浅
き
も
、
其
の
根
源
を
推
す
に
皆
一
に
帰
す
。
仏
の

禁
戒
、
殺
・
盗
・
淫
・
妄
・
酒
の
最
初
に
出
で
け
る
殺
生
こ
そ
、
な
か
ん
づ
く
是
を
重
罪
と
す
。
内
は
人
々
本
具
の
仏
性
を
殺
し
、

外ほ
か

は
物
の
命
を
殺
害
す
。
嗟
呼
、
世
の
中
濁
れ
る
や
。
己お
の

が
身
を
愛
し
て
他た

の
肉
を
食
せ
ん
が
為
に
、
山
に
登
つ
て
弓
き
ゆ
う

箭せ
ん

を
張
り
、

或
ひ
は
鉄て

つ

鈆え
ん

の
玉
を
飛
ば
し
む
。
野
に
出
で
て
鳥
を
狩
り
、
海
に
入
り
て
は
網も
う

釣こ
う

を
投
げ
う
へ
、
深し
ん

渕え
ん

に
至
つ
て
鵜
を
つ
か
ひ
、
釼

刀
を
以
て
肉
を
さ
き
、
湯と

う

火か

を
以
て
こ
れ
を
責
む
る
。
眼
前
地
獄
の
業
因
、
未
来
猶
恐
る
べ
し
。
ひ
た
す
ら
に
浮
世
の
人
、
殺
生
を

や
め
て
、
放
生
せ
よ
。
放
生
の
家
に
は
災
難
来
た
ら
ず
。
善
神
、
常
に
守
護
し
給
ふ
と
、
仏
経
に
審
ら
か
な
り
。
爰こ

こ

に
予
、
洛
京
の

裏う
ち

に
住
む
一
人
の
法
友
と
昔そ
の

日か
み

の
事
ど
も
語
り
つ
づ
け
、
近
き
代よ

の
人
放
生
し
て
、
希き

瑞ず
い

有
け
る
数
々
の
見け
ん

聞も
ん

に
及
ぶ
を
書
き
記
せ

ば
、
ち
り
紙
積
も
つ
て
冊
と
成
る
。
依
つ
て
、
放
生
新
話
集
と
名
付
く
る
も
の
な
り
。

　

序
文
の
記
述
に
拠
る
な
ら
ば
、
作
者
は
、
仏
道
修
行
に
励
む
都
の
法
友
と
昔
の
事
を
語
り
続
け
、「
近
き
代
の
人
放
生
し
て
、
希
瑞
有

け
る
数
々
の
見
聞
に
及
ぶ
」
出
来
事
を
書
き
記
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
が
集
積
し
た
た
め
一
冊
と
な
し
た
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。「
希
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瑞
」
と
あ
る
よ
う
に
、
内
容
は
説
話
に
近
い
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
有
す
る
話
が
多
い
。
各
話
に
お
け
る
話
末
の
評
価
や
文
体
に
統
一
性
が
な

い
こ
と
か
ら
も
、
特
定
の
人
物
が
単
独
で
記
し
た
の
で
は
な
く
、
種
々
の
放
生
に
関
す
る
話
を
集
積
・
編
纂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
各
話
の
舞
台
と
な
る
地
名
も
種
々
雑
多
で
あ
る
。
例
え
ば
、
江
戸
を
舞
台
と
す
る
話
は
、
①
「
武
州
江
戸
の
め
つ
た
町
」（
神

田
多
町
辺
り
か
）、
③
「
武
州
江
戸
…
よ
つ
や
あ
た
り
」（
四
ツ
谷
）、
⑤
「
武
州
江
戸
の
伝
馬
町
」（
日
本
橋
辺
り
）
の
三
話
が
あ
る
。
京
都

周
辺
の
地
名
が
現
れ
る
話
は
、
⑧
「
丹
州
宮
津
」（
京
都
府
北
部
の
宮
津
市
）、
⑪
「
下
東
松
原
」（
六
波
羅
辺
り
か
）・「
醍
醐
」（
伏
見
区
東
部
）、

⑩
「
都
の
西
に
う
め
か
は
た
」（
右
京
区
北
部
の
梅
ヶ
畑
）、
⑮
「
伏
見
豊
後
橋
」
の
四
話
で
あ
る
。
そ
の
他
の
地
名
を
列
記
す
る
と
、
②
「
伊

勢
の
国
し
ろ
こ
」（
鈴
鹿
市
の
白
子
）・
④
「
伊
勢
の
州
津
」（
津
市
）、
⑥
「
春
津
の
国
、
和
泉
の
堺
」、
⑦
「
津
の
国
」、
⑨
「
筑
紫
五
嶋
平

戸
」・「
土
佐
」、
⑫
「
三
河
の
国
」、
⑬
「
豊
後
」、
⑭
「
長
門
の
州
山
口
」
で
あ
る
。
や
は
り
該
本
は
、
序
文
に
あ
る
よ
う
に
放
生
に
関

す
る
話
柄
を
雑
多
に
集
積
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。

　

次
に
挿
絵
の
説
明
を
お
こ
な
う
。
該
本
に
は
半
葉
全
六
図
の
挿

絵
が
存
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
①
「
白
鳫
を
助
く
る
事
」（
五
丁
オ
）、

③
「
蛇
人
の
命
に
か
は
る
事
」（
八
丁
ウ
）、
⑤
「
法
師
熊
の
事
」（
十

二
丁
オ
）、
⑧
「
赤
貝
の
事
」（
十
六
丁
ウ
）、
⑩
「
狗
の
川
を
渡
す
事
」

（
二
十
丁
オ
）、
⑭
「
猫
と
鶏
の
事
」（
二
十
四
丁
オ
）
で
あ
る
。
挿

絵
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
絵
師
、
吉よ

し

田だ

半は
ん

兵べ

衛え

の
画
風
で
あ
る
と

思
し
い
。
あ
る
い
は
、
吉
田
半
兵
衛
の
系
譜
を
ひ
く
絵
師
の
可
能

性
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
吉
田
半
兵
衛
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
お

い
て
浮
世
絵
師
の
菱ひ

し

川か
わ

師も
ろ

宣の
ぶ

（
生
年
未
詳
。
一
六
九
四
年
没
）
と
並

【資９】⑧「赤貝の事」
（十六丁ウ）
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び
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
絵
師
だ
っ
た
と
さ
れ
るＫ
。
例
え
ば
、
⑧
「
赤
貝

の
事
」
の
挿
絵
（【
資
９

】）
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
一
休
諸

国
物
語
』（
赤
井
長
兵
衛
板
。
請
求
記
号　

ヘ
一
三-

三
三
七
九
。
な
お
、

同
館
に
は
菊
屋
長
兵
衛
板
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
）
巻
二
第
一
「
一
休
、
人

を
殺
す
者
に
証
拠
を
引
く
に
得
道
す
る
事
」（
本
文
二
丁
オ
）
の
挿
絵

の
画
風
と
共
通
す
る
点
が
多
い
（【
資
10
】）。
人
物
の
顔
の
描
き
方
や

建
物
の
構
図
の
取
り
方
を
筆
頭
に
、
縁
台
や
室
内
の
屏
風
の
絵
柄
ま

で
特
徴
が
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
⑤
「
法
師
熊
の
事
」
の
挿
絵

（【
資
11
】）
は
、
同
書
同
巻
第
五
「
一
休
、
き
つ
ね
ば
な
し
の
事
」（
本

文
六
丁
オ
）
に
描
か
れ
て
い
る
、
虎
と
狐
か
ら
逃
げ
惑
う
黒
い
熊
と

酷
似
し
て
い
る
（【
資
12
】）。
熊
の
目
・
耳
・
鼻
・
口
、
手
足
先
の
爪

の
描
き
方
の
い
ず
れ
も
細
部
に
至
る
ま
で
画
法
の
特
徴
が
共
通
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
す
や
り
霞
の
画
法
も
共
通
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く

こ
の
二
例
だ
け
で
も
、
同
一
の
絵
師
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左

と
な
り
得
る
。
本
稿
で
は
他
の
比
較
例
を
詳
細
に
取
り
上
げ
ら
れ
な

い
が
、
法
師
の
描
き
方
や
人
物
の
装
束
、
室
内
の
調
度
等
か
ら
も
挿

絵
の
共
通
点
は
言
及
可
能
で
あ
るＬ
。

　

全
話
の
解
説
は
紙
幅
の
都
合
上
、
難
儀
で
あ
る
た
め
、
特
に
挿
絵

【資10】早大図書館所蔵
『一休諸国物語』巻二（二丁オ）

【資11】⑤「法師熊の事」
（十二丁オ）
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が
付
さ
れ
た
全
六
図
の
各
話
を
取
り
上
げ
て
本
文
内
容
と
挿
絵
と
に

つ
い
て
解
説
を
行
う
。

　

①
「
白
鳫
を
助
く
る
事
」
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
武
州

江
戸
の
「
め
つ
た
町
」
に
あ
る
鳥
屋
の
作
兵
衛
の
夢
に
女
人
が
現
れ

る
。
そ
の
女
人
は
足
に
障
害
が
あ
っ
て
歩
行
が
不
自
由
で
あ
る
旨
を

作
兵
衛
に
涙
な
が
ら
に
語
る
。
女
人
は
、「
明
後
日
、
自
分
の
こ
と

を
殺
し
て
食
べ
る
た
め
に
人
が
や
っ
て
き
て
買
い
求
め
る
に
違
い
な

い
」
と
語
る
。
女
人
が
、「
私
は
戌
亥
（
北
西
）
の
方
向
の
籠
に
お

り
ま
す
」
と
い
っ
て
、
雌
鳫
に
変
化
し
、
庭
の
方
へ
と
入
っ
て
い
っ

た
と
こ
ろ
で
、
作
兵
衛
は
夢
か
ら
目
覚
め
る
。
作
兵
衛
は
、
そ
の
後

も
同
様
の
夢
を
見
る
。
後
日
、
夢
の
中
で
見
た
庭
を
訪
れ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
白
い
雌
鳫
が
い
た
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
某
侍
は
こ
の

話
を
聞
き
、
自
家
の
池
に
雌
鳫
を
放
生
す
る
。
八
百
屋
の
仁
兵
衛
は
、
こ
の
一
連
の
出
来
事
を
見
て
い
た
。
折
し
も
唐
僧
の
禅
師
が
関
東

に
下
向
し
て
お
り
、
江
戸
の
地
に
滞
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
仁
兵
衛
は
、
こ
の
白
い
雌
鳫
を
受
け
取
り
、
禅
師
の
元
に
持
参
し
、

こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
そ
れ
以
後
、
人
々
は
信
仰
心
を
持
ち
、
多
く
放
生
す
る
よ
う
に
な
り
、
鳥
屋
も
鳥
を
売
る
商
売
を
辞

め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
話
の
挿
絵
は
、
八
百
屋
の
仁
兵
衛
が
唐
僧
の
禅
師
の
元
に
白
い
雌
鳫
を
持
参
し
、
一
連
の
出
来
事
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
る
場
面
を
描
い
て
い
る
（【
資
13
】）。

　

③
「
蛇
人
の
命
に
か
は
る
事
」
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
あ
る
侍
が
武
州
江
戸
の
四
ツ
谷
の
辺
り
を
通
っ
た
時
に
、
童
子
た
ち

が
小
蛇
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
状
況
に
出
く
わ
し
た
。
侍
は
、
こ
の
小
蛇
を
助
け
て
宿
所
に
持
ち
帰
っ
た
。
侍
は
小
蛇
を
箱
に
入
れ
、
食

【資12】早大図書館所蔵
『一休諸国物語』巻二（六丁オ）
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べ
物
を
与
え
て
大
切
に
養
っ
た
。
二
年
の
年
月
が
経
過
し
た
あ
る
日

の
昼
時
、
侍
が
う
た
た
寝
を
し
て
い
る
と
、
図
ら
ず
も
こ
の
小
蛇
を

踏
み
つ
け
て
し
ま
い
、
小
蛇
の
毒
を
受
け
て
し
ま
う
。
侍
が
苦
痛
を

患
っ
て
い
る
と
、
小
蛇
が
庭
の
草
む
ら
か
ら
草
を
咥
え
て
侍
の
元
に

や
っ
て
き
た
。
侍
は
こ
の
草
で
傷
を
治
癒
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
痛

み
が
止
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
小
蛇
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
話
末
で
は
、

「
是
、
前
代
未
聞
の
不
思
議
」
と
あ
る
。
本
話
の
挿
絵
は
、
侍
が
蛇

を
前
に
こ
の
出
来
事
を
人
々
に
語
る
場
面
を
描
い
て
い
る
（【
資
14
】）。

　

⑤
「
法
師
熊
の
事
」
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
武
州
江
戸

伝
馬
町
の
僧
が
、
蓄
え
た
旅
費
を
持
っ
て
学
問
の
た
め
に
奥
州
へ

下
っ
て
い
る
道
中
、
山
中
で
罠
に
か
か
っ
た
熊
を
見
つ
け
て
、
こ
れ

を
助
け
た
。
日
暮
れ
の
頃
、
僧
は
山
賊
と
出
く
わ
し
、「
旅
費
を
出

さ
な
い
な
ら
ば
、
命
を
代
わ
り
に
取
る
」
と
山
賊
に
脅
さ
れ
、
所
持

し
て
い
た
旅
費
を
渡
し
て
し
ま
う
。
山
賊
は
、
隙
を
狙
っ
て
僧
を
後

ろ
の
谷
に
突
き
落
と
す
が
、
そ
こ
は
川
の
浅
瀬
だ
っ
た
。
僧
は
対
岸

に
渡
っ
て
大
木
の
洞
穴
に
身
を
潜
め
る
が
、
先
の
山
賊
が
追
い
か
け

て
き
て
僧
を
罵
倒
す
る
。
山
賊
は
洞
穴
の
上
に
獰
猛
な
荒
熊
が
い
る

こ
と
を
見
損
じ
て
し
ま
い
、
熊
に
引
き
裂
か
れ
て
食
べ
ら
れ
て
し
ま

【資14】③「蛇人の命にかはる事」
（八丁ウ）

【資13】①「白鳫を助くる事」
（五丁オ）
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う
。
話
末
で
は
、「
是
ま
た
く
ま
の
報
恩
に
あ
ら
ず
や
」
と
あ
る
。
本
話
の
挿
絵
は
、
洞
穴
に
い
る
僧
と
荒
熊
と
が
、
弓
矢
を
構
え
る
山

賊
に
対
峙
し
て
い
る
場
面
を
描
い
て
い
る
（【
資
11
】）。

　

⑧
「
赤
貝
の
事
」
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
丹
後
国
宮
津
の
花
田
瀬
兵
衛
と
い
う
諸
国
を
流
浪
す
る
侍
が
、
播
磨
国
明
石
に
い

た
頃
、知
人
に
大
き
な
赤
貝
を
も
ら
っ
た
。人
々
は
こ
れ
を
料
理
し
て
食
べ
よ
う
と
口
を
揃
え
る
が
、瀬
兵
衛
は
仏
教
へ
の
信
仰
心
が
あ
っ

た
た
め
庭
の
隅
に
置
い
て
食
べ
ず
に
い
た
。
あ
る
時
、
街
頭
で
死
者
が
出
る
ほ
ど
の
喧
嘩
が
起
こ
り
、
瀬
兵
衛
も
現
場
に
出
向
こ
う
と
す

る
。
瀬
兵
衛
が
履
物
を
探
し
て
い
る
と
、
赤
貝
が
瀬
兵
衛
の
足
の
指
を
挟
ん
で
離
れ
よ
う
と
し
な
い
。
瀬
兵
衛
は
足
の
指
の
赤
貝
を
外
そ

う
と
す
る
が
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
時
間
が
経
過
し
て
喧
嘩
も
収
束
し
、
喧
嘩
の
難
か
ら
逃
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
日
の
瀬
兵
衛

の
夢
に
紅
色
の
装
束
を
着
た
女
が
現
れ
た
。
女
は
瀬
兵
衛
に
、
自
分
が
今
日
の
喧
嘩
の
難
か
ら
命
を
救
っ
た
と
告
げ
て
、
そ
の
ま
ま
赤
貝

に
変
化
し
た
と
こ
ろ
で
、
瀬
兵
衛
は
夢
か
ら
目
覚
め
た
。
話
末
で
は
、「
こ
れ
こ
れ
奇
妙
の
た
め
し
な
り
」
と
あ
る
。
本
話
の
挿
絵
は
、

赤
貝
が
庭
に
い
る
花
田
瀬
兵
衛
の
足
の
指
を
挟
ん
で
い
る
場
面
を
描
い
て
い
る
（【
資
９

】）。

　

⑩
「
狗
の
川
を
渡
す
事
」
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
都
の
西
の
梅
ヶ
畑
に
浄
保
と
い
う
道
心
者
が
い
た
。
浄
保
は
熊
野
参
詣
の

道
中
、
あ
る
男
が
木
の
柱
に
縛
っ
た
赤
犬
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
く
わ
す
。
浄
保
は
、
男
に
犬
を
殺
さ
な
い
よ
う
に
諭
す
が
、

男
は
聞
く
耳
を
持
た
な
い
。
し
か
し
、
浄
保
が
男
か
ら
事
情
を
聞
い
て
み
る
と
、
こ
の
犬
は
村
中
の
犬
を
食
い
、
と
も
す
れ
ば
盗
み
も
し

て
い
て
人
々
の
間
で
支
障
を
き
た
し
て
い
た
と
い
う
。
浄
保
は
犬
に
仏
法
を
説
き
、
犬
の
命
を
助
け
た
。
そ
の
後
、
浄
保
は
、
急
い
で
熊

野
へ
向
か
う
が
、
二
、
三
日
降
り
続
い
た
雨
の
影
響
に
よ
り
川
の
水
嵩
が
増
し
、
対
岸
に
渡
れ
ず
躊
躇
し
て
い
た
。
す
る
と
、
後
ろ
か
ら

先
に
助
け
た
犬
が
追
い
か
け
て
き
て
、
浅
瀬
に
誘
導
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
浄
保
は
何
事
も
な
く
川
を
渡
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
話
の

挿
絵
は
、
犬
が
浄
保
を
川
の
浅
瀬
へ
と
先
導
し
、
対
岸
へ
渡
る
場
面
を
描
い
て
い
る
（【
資
15
】）。

　

⑭
「
猫
と
鶏
の
事
」
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
長
門
国
山
口
に
あ
る
侍
が
い
た
。
あ
る
時
、
黄か

し
わ鶏

（
羽
毛
が
茶
褐
色
の
鶏
）
が
宵
鳴
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き
を
し
た
た
め
、
若
者
は
黄
鶏
が
こ
れ
以
上
鳴
か
な
い
よ
う
に
と
菰

に
包
ん
で
殺
そ
う
と
し
て
い
る
と
、
そ
れ
を
見
た
黄
鶏
の
主
人
（
侍
）

が
、
死
罪
を
見
逃
す
よ
う
に
諭
し
て
黄
鶏
を
山
に
放
し
た
。
翌
日
、
こ

の
侍
の
朋
友
が
美
し
い
鶏
を
見
つ
け
て
、
飼
い
鶏
に
し
よ
う
と
思
い
、

連
れ
て
帰
っ
た
。
す
る
と
、
そ
の
日
の
朋
友
の
夢
に
鶏
が
現
れ
、「
自

分
は
何
某
の
主
人
の
鶏
で
あ
る
」
と
告
げ
る
。
続
け
て
鶏
は
、
主
人
の

家
に
い
る
老
猫
が
、
明
日
の
主
人
の
食
事
に
毒
を
入
れ
て
殺
そ
う
と

し
て
い
る
こ
と
を
忠
告
す
る
。
鶏
は
、
こ
の
事
を
主
人
に
知
ら
せ
る

た
め
に
宵
鳴
き
を
し
て
い
た
の
だ
が
、
自
分
が
罰
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
の
だ
と
言
う
。
鶏
が
、
老
猫
の
件
を
主
人
に
伝
え
る
よ
う
に
懇
願

し
た
と
こ
ろ
で
、
朋
友
は
夢
か
ら
目
覚
め
る
。
朋
友
は
鶏
の
主
人
で

あ
る
侍
に
事
情
を
説
明
し
、
翌
日
、
主
人
は
老
猫
の
行
動
を
注
視
し

て
い
た
た
め
、
齎
さ
れ
る
難
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
話
の

挿
絵
は
、
朝
食
の
場
で
団
欒
し
て
い
る
光
景
と
、
鶏
の
主
人
が
威
嚇

す
る
老
猫
を
訝
し
げ
に
見
つ
め
る
場
面
を
描
い
て
い
る
（【
資
16
】）。

結
　
語

　

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
放
生
新
話
集
』
上
冊
の
書
誌
的
考

【資15】⑩「狗の川を渡す事」
（二十丁オ）

【資16】⑭「猫と鶏の事」
（二十四丁オ）
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察
、
成
立
と
伝
来
、
及
び
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
該
本
は
曼
殊
院
門
跡
旧
蔵
資
料
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
書
籍
目
録
や
曼
殊
院

門
跡
の
蔵
書
目
録
、
さ
ら
に
本
文
内
容
の
記
述
か
ら
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
か
ら
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
間

に
成
立
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
該
本
は
、『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
』
甲
本
・
乙
本
に
拠
る
と
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
一
七

三
六
）
か
ら
慶
應
元
年
（
一
八
六
五
）
十
二
月
の
段
階
ま
で
は
曼
殊
院
門
跡
に
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
何
ら
か
の
理
由
で
散
逸
し
、
水

谷
不
倒
氏
の
掌
中
に
収
ま
り
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
。

　

該
本
は
、
こ
れ
ま
で
素
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
仮
名
草
子
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後
は
本
文
内
容
の
注
釈
・
読
解
が
必
要
に

な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。
さ
ら
に
展
望
を
述
べ
る
と
、
本
稿
で
も
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
所
蔵
元
が
作
成
し
た
蔵
書
目

録
を
辿
る
と
、
あ
る
程
度
の
秩
序
を
伴
っ
た
蔵
書
史
が
顕
在
化
す
る
。『
仮
名
草
子
集
成
』（
東
京
堂
出
版
）
を
筆
頭
に
、『
新
日
本
古
典
文

学
大
系
』（
岩
波
書
店
）
や
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
等
の
広
く
普
及
し
て
い
る
著
作
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
仮
名
草
子
は

依
然
と
し
て
多
く
存
す
る
た
め
、
そ
う
し
た
新
出
資
料
の
発
掘
と
素
性
の
解
明
と
が
重
要
と
な
る
。

注（
１

）　

国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://dbrec.nijl.ac.jp/K

T
G_W

_3973782

）
に
お
い
て
も
下
冊
の
情
報
は

該
当
し
な
い
（
最
終
閲
覧
、
二
〇
二
一
年
十
月
）。

（
２

）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
の
学
術
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
書
誌
デ
ー
タ
（https://w

aseda.prim
o.exlibrisgroup.com

/discovery/ 
search?vid=81SO

K
EI_W

U
N
I:W

IN
E

）
を
参
照
し
た
（
最
終
閲
覧
、
二
〇
二
一
年
十
月
）。

（
３

）　

該
本
に
は
、
水
谷
氏
が
使
用
し
て
い
た
「
水
谷
文
庫
」（
朱
長
方
印
）
や
「
不
倒
蔵
印
」（
朱
長
方
印
）
の
蔵
書
印
は
捺
さ
れ
て
い
な
い
。『
水
谷
不

倒
著
作
集　

第
八
巻
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
）
に
よ
る
と
、
水
谷
氏
の
蔵
書
印
で
あ
る
「
水
谷
文
庫
」（
朱
長
方
印
）
は
、
明
治
三
十
八
年

に
織
田
東
烏
と
い
う
絵
師
か
ら
貰
い
受
け
た
と
あ
る
。
織
田
は
、「
石
版
の
版
下
書
き
で
、
一
風
異
な
る
絵
を
描
い
た
が
、
頗
る
器
用
で
、
彫
刻
も
や

る
」（
二
一
一
頁
）
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
続
け
て
、「
私
に
蔵
書
印
二
個
拵
へ
て
く
れ
た
。
私
は
そ
れ
ま
で
蔵
印
な
ど
押
さ
な
か
つ
た
が
、
折
角
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送
つ
て
く
れ
た
か
ら
、
其
一
を
用
ひ
る
や
う
に
な
つ
た
」（
同
）
と
あ
る
。
水
谷
氏
の
蔵
書
印
の
有
無
か
ら
考
え
る
と
、
該
本
は
明
治
三
十
八
年
以
前

に
入
手
し
た
蔵
書
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
判
断
基
準
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。

（
４

）　

該
本
は
、
同
館
に
お
け
る
図
書
分
類
「
ハ
４　

仏
教
総
記
及
雑
書
」
の
部
類
に
配
さ
れ
て
い
る
。
該
本
の
整
理
番
号
の
前
後
を
確
認
し
て
み
る
と

水
谷
氏
旧
蔵
本
が
連
続
し
て
い
る
。
各
カ
ー
ド
目
録
に
は
、
収
蔵
（
あ
る
い
は
、
整
理
・
登
録
）
の
年
月
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
釈
氏
二
十
四
孝
』

（
請
求
記
号　

ハ
四-

一
三
三
六
）、『
袖
中
正
燈
世
譜
』（
請
求
記
号　

ハ
四-

一
三
三
七
）、『
宝
物
集
』
上
・
中
・
下
（
請
求
記
号　

ハ
四-

一
三

六
二
・
一-
三
）
に
は
、「
４

１

．
１

１　

水
谷
」
と
記
載
が
あ
る
。『
鎌
倉
名
越
松
葉
谷
根
本
御
小
庵
安
国
寺
由
来
』（
請
求
記
号　

ハ
四
・
一
三
七

三
）、『
放
生
新
話
集
上

　

』（
請
求
記
号　

ハ
四-

一
三
八
七
）、『
仏
像
図
彙
』（
請
求
記
号　

ハ
四-

一
三
八
九
・
一-

二
）
に
は
、「
４

２

．
６　

水
谷
」

と
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
右
記
の
い
ず
れ
に
も
水
谷
氏
の
蔵
書
印
は
捺
さ
れ
て
い
な
い
。
注
３

で
確
認
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
明
治
三
十
八
年
以

前
に
蒐
集
さ
れ
た
古
典
籍
で
あ
ろ
う
。

（
５

）　

柴
田
光
彦
編
『
反
町
茂
雄
収
集
古
書
販
売
目
録
精
選
集　

第
二
巻　

大
正
十
一
年
十
月
〜
昭
和
二
年
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
大
正
十

二
年
（
一
九
二
三
）
四
月
十
日
に
実
施
さ
れ
た
「
水
谷
文
庫
蔵
書
売
立
目
録
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
弘
文
荘
の
反
町
茂
雄
氏
旧
蔵
の
古
書

販
売
目
録
と
東
京
京
都
古
書
籍
商
業
協
同
組
合
蒐
集
の
資
料
約
六
八
八
〇
点
が
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
千
代
田
区
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

同
館
所
蔵
の
資
料
の
う
ち
、
水
谷
氏
旧
蔵
本
の
様
相
を
知
り
得
る
資
料
と
し
て
、『
明
治
大
正
古
書
買
入
帳　

一　

鹿
田
書
店
之
部
』（
古
書
販
売
目

録-

六
八
二
三
）
や
『
明
治
大
正
古
書
買
入
帳　

二　

浅
倉
屋
之
部
』（
古
書
販
売
目
録-

六
八
二
四
）
が
あ
る
。
特
に
前
者
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一

八
九
九
）
三
月
か
ら
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
の
購
入
情
報
が
分
か
る
資
料
で
あ
る
が
、
該
本
の
記
録
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
６

）　

反
町
茂
雄
『
蒐
書
家
・
業
界
・
業
界
人
』（
八
木
書
店
、
一
九
八
四
年
、
九
十
三
〜
九
十
四
頁
）。
そ
の
他
、
同
編
『
紙
魚
の
昔
が
た
り　

明
治
大

正
篇
』（
八
木
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
三
四
〇
頁
）
に
は
、
水
谷
氏
は
、
自
身
の
蔵
書
の
入
札
会
を
四
回
ほ
ど
実
施
し
て
お
り
、
主
に
「
軟
派
類
」
の

売
立
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。

（
７

）　

早
稲
田
大
学
春
城
日
誌
研
究
会
「
翻
刻
『
春
城
日
誌
』」（
一
）
〜
（
二
十
九
）（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
二
十
六
〜
六
十
三
、
一
九
八
六
年

三
月
〜
二
〇
一
六
年
三
月
）。
明
治
三
十
五
年
三
月
か
ら
大
正
七
年
十
二
月
ま
で
の
日
誌
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
蛇
足
で
は
あ
る
が
大
正
四

年
五
月
十
五
日
の
記
事
で
は
「
水
谷
弓
彦
よ
り
図
書
館
の
た
め
草
双
紙
四
百
四
、
五
十
巻
を
購
ふ
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
市
島
氏
の
実
績
は
、
就

任
五
年
後
の
「
図
書
十
万
巻
記
念
展
覧
会
」
の
開
催
や
、
館
長
退
任
の
大
正
六
年
段
階
で
同
館
の
蔵
書
が
十
七
万
冊
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
も
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稲
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顕
著
で
あ
る
。

（
８

）　

注
７

、
同
論
文
（
六
）（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
三
十
九
、
一
九
九
四
年
三
月
）。

（
９

）　

注
７

、
同
論
文
（
一
〇
）（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
三
十
三
、
一
九
九
一
年
一
月
）。

（
10
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
史
編
集
委
員
会
編
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
史
│
写
真
と
資
料
で
見
る
１

０

０

年
│
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
一
九
九
〇
年
、

十
八
頁
）。
目
録
カ
ー
ド
に
は
「
４

２

．
６

」
と
あ
る
。
四
月
に
収
蔵
し
、
六
月
に
整
理
・
登
録
が
完
了
し
た
こ
と
を
表
す
か
。

（
11
）　

注
10
、
同
書
二
十
三
頁
。

（
12
）　

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
江
戸
時
代　

書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』（
一
）
〜
（
三
）（
井
上
書
房
、
一
九
六
二
〜
一
九
六
三
年
）、

参
照
。
な
お
、『
増
益
書
籍
目
録
』
に
つ
い
て
は
、
市
古
夏
生
編
『
元
禄
・
正
徳　

板
元
別
出
版
書
総
覧
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
も
参
照
し
た
。

（
13
）　
『
放
生
物
語
』
と
は
、
少
な
く
と
も
寛
文
四
年
（
一
六
六
六
）
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
伝
浅
井
了
意
作
の
仮
名
草
子
で
あ
る
。
同
書
に
つ

い
て
、
浅
井
了
意
全
集
刊
行
会
編
『
浅
井
了
意
全
集　

仮
名
草
子
編
４

』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
の
解
説
は
、「『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
は
、

袾
宏
『
戒
殺
放
生
文
』
に
そ
の
ま
ま
拠
る
と
い
う
よ
り
は
、
内
容
を
簡
略
・
詳
細
に
し
た
り
、
新
た
に
話
を
加
え
た
り
し
て
原
話
を
改
変
し
て
い
る
」

と
説
述
す
る
。
同
書
の
書
目
は
、
寛
文
十
年
板
『
増
補
書
籍
目
録
』「
禅
宗
」
項
に
「
戒
殺
放
生
文　

袾
宏
述
」、「
同
仮
名　

松
雲
了
意
述
」
と
列
記

さ
れ
る
。
同
書
の
刊
行
年
と
し
て
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
（
大
本
四
巻
二
冊
）
の
刊
記
に
は
、「
寛
文
四
年
甲
辰
孟
春
吉
旦
」
と
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
朝
倉
治
彦
（『
仮
名
草
子
集
成
』
第
十
四
巻
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
）
は
、
刊
記
が
入
木
で
あ
り
、
寛
文
四
年
板
よ
り
も
古
い
板

が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
注
１

の
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
拠
る
と
、
三
巻
一
冊
本
『
放
生
物
語
』

（
雲
泉
）
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
書
籍
目
録
に
「
放
生
」
の
言
葉
を
含
む
書
目
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

該
本
と
の
関
わ
り
や
部
類
の
あ
り
方
を
探
る
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。
同
書
に
は
黄
檗
山
隠
元
隆
琦
の
偈
（「
附w

黄
檗
和
尚
二
偈q

」）
の
小
話
が
存
し
、

該
本
の
隠
元
に
関
す
る
記
述
（
本
稿
第
三
節
）
を
も
含
め
、
放
生
関
係
話
を
収
録
す
る
仮
名
草
子
に
お
い
て
隠
元
た
る
人
物
が
い
か
に
記
述
さ
れ
て

い
る
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
該
本
の
内
容
的
研
究
も
深
ま
る
と
考
え
る
。

（
14
）　

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）
参
照
。
同
書
に
は
、
甲
本
・
乙
本
の
影
印
が
全

丁
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

菊
池
大
樹
「「
曼
殊
院
文
書
」
の
伝
来
と
構
成
」（
五
味
文
彦
・
菊
池
大
樹
編
『
中
世
の
寺
院
と
都
市
・
権
力
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、
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甲
本
の
成
立
を
享
保
年
間
と
判
断
し
て
い
る
。
本
稿
も
こ
の
見
解
に
基
づ
く
。

（
16
）　

本
文
は
、
朝
倉
治
彦
『
仮
名
草
子
集
成
』
第
四
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
）
を
参
照
し
た
。

（
17
）　

夙
に
吉
田
幸
一
『
古
典
文
庫　

因
果
物
語
﹇
片
仮
名
本
﹈
二
』（
古
典
文
庫
、
一
九
六
二
年
）
の
解
題
は
、
天
和
二
年
刊
の
灰は
い

屋や

紹し
ょ
う

益え
き

『
に
ぎ
は

ひ
草
』
の
一
節
に
、
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
序
文
の
言
辞
「
証
拠
た
ゞ
し
き
も
の
を
集
め
し
と
あ
れ
共
云
々
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

た
だ
し
、
朝
倉
治
彦
『
仮
名
草
子
集
成
』
第
四
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
）
の
解
題
で
は
、「
説
話
（
の
ち
に
は
地
誌
に
も
）
に
は
、
よ
く
強

調
さ
れ
る
言
辞
で
、
そ
の
ま
ゝ
受
入
れ
が
た
い
」
と
慎
重
な
立
場
を
取
る
。
市
古
夏
生
「
書
物
の
出
版
」（『
近
世
初
期
文
学
と
出
版
文
化
』
若
草
書
房
、

一
九
九
八
年
）
は
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
の
成
立
を
寛
文
元
年
と
同
年
の
万
治
四
年
正
月
頃
の
刊
行
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
同
氏
は
、
灰
屋
紹
益

の
読
ん
だ
『
因
果
物
語
』
は
平
仮
名
本
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
絵
草
紙
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
も
重
ね
て
指
摘
し
、
本
来
は
「
物
の
本
」
で
あ
る
『
因

果
物
語
』
を
浅
井
了
意
が
仮
名
書
き
に
し
、
挿
絵
を
加
え
た
と
説
述
す
る
。

 

　

な
お
、
浅
井
了
意
全
集
刊
行
会
編
『
浅
井
了
意
全
集　

仮
名
草
子
編
４

』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
の
江
本
裕
・
土
屋
順
子
の
解
説
は
、
五
季

文
庫
蔵
の
十
一
行
本
（
六
巻
合
二
冊
）
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
原
表
紙
に
題
簽
は
な
く
、
一
冊
目
の
左
肩
に
朱
筆
で
「
因
果
物
語
一
、
二
」、
右

肩
に
同
じ
く
朱
筆
で
「
寛
文
元
年
」
と
あ
る
ら
し
い
。
本
稿
で
は
指
摘
に
留
め
る
が
、
成
立
に
関
す
る
情
報
と
し
て
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
18
）　

注
12
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
江
戸
時
代　

書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』（
一
）
参
照
。

（
19
）　

無
論
、
こ
れ
ら
は
「
警
話
」
項
に
限
っ
て
言
及
し
て
お
り
、『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
』
全
体
の
排
列
の
考
察
も
重
ね
て
必
要
に
な
る
。
目
録
の
部
類
内

に
お
け
る
規
則
性
に
留
意
し
、
排
列
さ
れ
る
書
目
と
冊
数
と
に
基
づ
き
、
い
か
な
る
規
則
性
が
内
在
す
る
の
か
（
あ
る
い
は
内
在
し
な
い
の
か
）
を

分
析
す
る
こ
と
も
重
要
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

（
20
）　

水
谷
不
倒
『
古
版
小
説
挿
画
史
』（『
水
谷
不
倒
著
作
集　

第
五
巻
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
年
。
初
版
は
大
岡
山
書
店
、
一
九
五
三
年
）
で
は
、

吉
田
半
兵
衛
は
、
仮
名
草
紙
・
浮
世
草
紙
・
浄
瑠
璃
本
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
版
本
の
挿
絵
を
描
い
た
と
さ
れ
る
。
近
時
、
石

田
礼
以
菜
「
絵
師　

吉
田
半
兵
衛
の
周
辺
」（『
藝
文
研
究
』
一
一
五
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
）
が
、
吉
田
半
兵
衛
の
体
系
的
な
研
究
成
果
を
上
梓
し

て
い
る
。
本
稿
と
と
も
に
参
照
さ
れ
た
い
。

（
21
）　

そ
の
他
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊
『
山
路
の
露
』（
請
求
記
号　

ヘ
一
三-

一
九
二
一
）
の
挿
絵
も
共
通
す
る
画

法
が
認
め
ら
れ
る
。
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凡
例

一　

底
本
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
放
生
新
話
集
』
上
冊
を
用
い
た
。

一　

漢
字
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
一
部
旧
字
体
・
異
体
字
を
残
し
た
箇
所
も
あ
る
。

一　

振
り
仮
名
・
濁
点
・
送
り
仮
名
は
底
本
に
従
っ
た
。

一　

反
復
記
号
は
、
漢
字
に
は
「
々
」、
平
仮
名
に
は
「
ゝ
」「
ゞ
」、
二
字
以
上
の
場
合
は
「
〳
〵
」
を
用
い
た
。

一　

本
文
の
改
行
は
、
底
本
通
り
に
し
た
。

一 　

本
文
の
改
丁
の
箇
所
に
は
、一
重
鉤
括
を
施
し
、「
一
丁
オ
」
の
よ
う
に
直
後
に
各
丁
の
丁
数
を
漢
数
字
で
記
し
、表
裏
を
「
オ
」「
ウ
」

と
略
記
し
た
。

一　

挿
絵
は
、
本
稿
第
四
節
に
全
図
掲
載
し
て
い
る
た
め
、
該
当
箇
所
に
「（
挿
絵
）」
と
記
し
た
。

一 　

各
話
の
表
題
上
部
に
は
、
後
人
に
よ
る
墨
書
の
書
き
入
れ
が
み
ら
れ
る
が
、
本
文
内
容
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
翻
刻

に
反
映
さ
せ
て
い
な
い
。

翻
刻

放
生
新
話
集
序

敬う
や
ま
つて

尋た
つ
ぬる

に
．
如に
よ

来ら
い

の
慈じ

悲ひ

広く
わ
う

大
に
し
て
．

そ
の
深ふ

か

き
を
た
と
へ
ん
と
す
る
に
．
物

の
比ひ

す
る
な
し
．
浅あ
さ

き
は
ま
た
な
ん
ぞ
や
．
是

行き
や
う

住ち
う

坐ざ

臥ぐ
わ

の
う
ち
に
有
．
浅
き
よ
り
深
き
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に
入
．
ふ
か
き
よ
り
出
る
浅あ
さ

き
も
．
其
根こ
ん

源け
ん

を
推お
す

に
皆み
な

一
に
帰き

す
．
仏ほ
と
けの

禁き
ん

戒か
い

殺せ
つ

盗と
う

淫い
ん

妄も
う

酒し
ゆ

の
最さ
い

初し
よ

に
出
け
る
殺せ
つ

生し
や
うこ

そ
．
な　

」
一
丁
オ

か
ん
つ
く
是
を
重ち

う

罪さ
い

と
す
．
内
は
人
々
本ほ
ん

具く

の
仏ふ
つ

性し
や
うを

殺こ
ろ
し．

外ほ
か

は
物
の
命い
の
ちを

殺せ
つ

害か
い

す
．

嗟あ
〳呼〵

世よ

の
中な
か

濁に
こ

れ
る
也や

．
己お
の

か
身み

を
愛あ
い

し

て
他た

の
肉に
く

を
食し
よ
くせ

ん
か
為た
め

に
．
山
に
登
の
ほ
つ

帝て

弓き
う

箭せ
ん

を
張は
り

．
或あ
る
いは

鉄て
つ

鈆ゑ
ん

の
玉た
ま

を
飛と
は

し
む
．

野の

に
出
て
鳥と
り

を
狩か
り

．
海う
み

に
入
て
は
網も
う

釣か
う

を

投な
け
う
へ．

深し
ん

渕ゑ
ん

に
至
て
鵜う

を
つ
か
ひ
．
釼け
ん

刀た
う

を
以
て

肉に
く

を
さ
き
．
湯た
う

火く
わ

を
以
て
こ
れ
を
責せ
む
る．

眼か
ん

前せ
ん　

」
一
丁
ウ

地ち

獄こ
く

の
業こ
う

因い
ん

．
未み

来ら
い

猶
恐お
そ
るへ

し
．
只ひ
た

管す
ら

に
浮う
き

世よ

の
人
．
殺せ
つ

生し
や
うを

や
め
て
．
放は
う

生じ
や
うせ

よ
．
は
う

し
や
う
の
家い

へ

に
は
災さ
ひ

難な
ん

来
ら
ず
．
善せ
ん

神し
ん

常つ
ね

に
守し
ゆ

護ご

し
給
ふ
と
．
仏ふ
つ

経き
や
うに

審
つ
ま
ひ
ら
かな

り
．
爰こ
ゝ

に
予よ

洛ら
く

京
の
裏う
ち

に
住す
む

．
一
人
の
法は
う

友ゆ
う

と
昔そ
の
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日か
み

の
事
と
も
語
り
つ
ゝ
け
．
近ち
か

き
代よ

の
人
放

生
し
て
．
希き

瑞ず
い

有
け
る
数か
す

々
の
．
見け
ん

聞も
ん

に
及

を
書か

き

記し
る

せ
は
．
ち
り
紙か
み

つ
も
つ
て
冊さ
つ

と　

」
二
丁
オ

成な
る

．
依よ
つ

帝て

放
生
新し
ん

話わ

集し
う

と
名
付
る
者
也　

」
二
丁
ウ

放
生
新
話
集
上
之
目
録

白は
く

鳫か
ん

を
助
た
す
く
る

事

亀か
め

を
助
難な
ん

を
の
か
る
ゝ
事

蛇へ
ひ

人
の
命い
の
ちに

か
は
る
事

狐き
つ
ねの

報は
う

恩お
ん

に
よ
り
冨ふ
う

貴き

と
な
る
事

法は
う

師し

熊く
ま

の
事

鶏に
は
と
りの

事

猴さ
る

の
事　

」
三
丁
オ

赤あ
か

貝か
い

の
事

鮑あ
わ
ひを

助
船ふ
ね

の
難な
ん

を
の
か
る
ゝ
事

狗い
ぬ

の
川
を
渡わ
た

す
事
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烏か
ら
す

小
刀
を
持も
ち

来き
た
る

事

燕つ
は
め

蟻あ
り

の
事

川が
は

太た

郎ら
う

の
事

猫ね
こ

と
鶏
に
は
と
りの

事

雑ざ

喉こ

を
放は
な
ちて

徳と
く

益や
く

を
得う
る

事　

」
三
丁
ウ

白は
く

鳫か
ん

を
た
す
く
る
事

寛く
わ
ん

文ふ
ん

六
年ね
ん

九
月
中ち
う

旬し
ゆ
んの

こ
と
な
る
に
武ふ

州し
う

江
戸と

の
め
つ
た
町
ち
や
う

鳥と
り

屋や

の
作さ
く

兵ひ
や
う

衛へ

或あ
る

夜よ

の
ゆ
め
に
女に
よ

人

の
片か

た

手て

な
へ
た
る
か
一
人
来き
た
つて

前ま
へ

に
ひ
さ
ま
つ
き
泪な
み
た　

を
な
か
し
申
け
る
は
そ
も
〳
〵
我
は
御み

う
ち
に
有

蹇あ
し
な
への

白は
く

鳫か
ん

な
り
明
み
や
う

後こ

日に
ち

我
を
殺こ
ろ

し
て
食し
よ
くせ

ん
か

為た
め

に
人
来
て
買か
い

も
と
む
へ
し
ひ
た
す
ら
に
頼た
の

み

け
る
御
た
す
け
あ
れ
と
世
に
あ
は
れ
な
る
こ
は

ね
を
出
し
即

す
な
は
ち

戌い
ぬ

亥い

の
角す
み

の
籠か
こ

に
あ
り
と
て
白

き
雌め

鳫か
ん

と
成
て
庭に
は

の
か
た
へ
に
入
と
見
れ
は
ゆ
め　

」
四
丁
オ

さ
め
に
け
り
亭て

い

主し
ゆ

女に
よ
う

房は
う

と
か
た
り
つ
ゝ
ゆ
め
は
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浮う
き

世よ

の
あ
た
こ
と
な
り
と
打
す
て
お
き
け
る
そ
の

夜よ

の
夢ゆ
め

に
ま
た
件く
た
んの

夢ゆ
め

を
そ
み
け
る
夜よ

明あ
け

て
こ
れ
を
人
に
か
た
り
か
の
夢む

中ち
う

に
み
し
所
を

た
つ
ぬ
る
に
白は

く

鳫か
ん

有
そ
の
座さ

に
有
合あ
ふ

人
に
渡わ
た

辺な
へ

大お
ほ

隅す
み
の

守か
み

殿と
の

家け

来ら
い

の
侍
さ
ふ
ら
いな

に
か
し
此
物
語
を
聞き
ゝ

か
の
あ
り
さ
ま
を
見
て
嗟あ

呼ゝ
仏ふ
つ

法は
う

流る

布ふ

の
世
也

遠を
ん

国こ
く

僻へ
き

地ち

の
田て
ん

夫ふ

ま
て
も
な
さ
け
を
さ
き
と
し

慈じ

悲ひ

を
専
も
つ
は
らと

す
る
此
界か
い

に
生う
ま

れ
き
て
物
の
あ
は

れ
を
し
ら
さ
る
は
畜ち

く

生し
や
うに

だ
も
お
と
れ
り
助た
す
けす

ん　

」
四
丁
ウ

（
挿
絵
）　

」
五
丁
オ

は
あ
る
へ
か
ら
す
幸

さ
い
は
いに

我わ

か
方か
た

に
池い
け

の
水
あ
り

し
は
ら
く
こ
れ
に
放は

な
つへ

し
と
い
ふ
所
に
人
の
白
鳫

一
ケこ

を
買
に
き
た
れ
り
た
つ
ぬ
る
に
余よ

鳥て
う

な
し
則
す
な
は
ちこ

の
鳥
に
相あ
い

当あ
た
る

人
み
な
希き

異い

の
思お
も
ひ　

を
な
し
う
ら
す
し
て
か
の
侍

さ
ふ
ら
いに

あ
た
ふ
を
八や

百を

屋
仁
兵
衛
と
い
ふ
も
の
こ
れ
を
見
て
云
い
は
く

此
た
ひ
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唐た
う

僧そ
う

の
禅せ
ん

師し

関く
わ
ん

東た
う

下け

向か
う

の
よ
し
に
て
暫
し
は
ら
く

　

こ
の
地
に
お
は
し
ま
す
と
て
請う

け

取と
り

持ち

参さ
ん

し

く
た
ん
の
あ
ら
ま
し
を
の
へ
て
結け

ち

縁ゑ
ん

に
あ
つ
か
ら

し
め
放

は
な
ち

了お
は
れは

人
々
み
な
信し
ん

心〳
〵

を
起お

こ放
し
て
そ
れ　

」
五
丁
ウ

よ
り
も
い
よ
〳
〵
放
生
を
す
る
も
の
多お

ゝ

く
鳥
屋

も
鳥
の
商

し
や
う

売は
ひ

を
や
め
心
静し
つ
かに

世
を
お
く
り

け
り

亀か
め

を
助
た
す
け

難な
ん

を
の
か
る
ゝ
事

明め
い

暦れ
き

の
末す
へ

つ
か
た
伊い

勢せ

の
国く
に

し
ろ
こ
と
い
ふ
所
の
商あ
き
ん
と人

坂さ
か

倉く
ら

江
左
衛
門
と
い
ふ
お
の
こ
摂せ
つ

津つ

の
国く
に

大お
ほ

坂さ
か

へ
こ
し

け
る
み
き
り
大
な
る
亀か

め

の
そ
の
甲か
う

三
尺
に
あ
ま
れ

る
を
売う

り

け
る
間
立た
ち

よ
り
見
れ
は
さ
し
も
あ
わ
れ

に
う
ち
み
へ
な
み
た
を
な
か
し
た
ゝ
も
の
を
い
は
ぬ　

」
六
丁
オ

は
か
り
な
り
江
左
衛
門
慈し

悲ひ

心し
ん

ふ
か
き
お
の
こ
に
て
多お
ゝ

く
あ
た
い
を
出
し
か
い
と
り
け
り
そ
れ
い
き
と
し
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い
け
る
も
の
し
な
か
た
ち
か
は
る
と
い
へ
と
も
生
し
や
う

命め
い

を

お
し
む
こ
と
は
人
間
に
か
は
る
へ
か
ら
す
と
甲か

う

の
上
に

雅げ

名み
や
うを

か
き
し
る
し
な
に
は
の
浦う
ら

に
は
な
つ
か
め

う
れ
し
け
な
る
気け

色し
き

に
て
た
ち
か
へ
り
み
帰
る

海か
い

底て
い

に
入
け
る
さ
れ
は
そ
の
後
江
左
衛
門
商し
や
う

売は
い

の

為
に
江
戸
へ
お
も
む
く
と
て
大
坂さ

か

よ
り
船ふ
ね

に
の
り
大

ま
わ
り
を
行ゆ

く

船ふ
な

路ち

に
て
難な
ん

風ふ
う

に
あ
い
類る
い

船せ
ん

の
破は

損そ
ん

そ
の
か
す
を
し
ら
す
の
こ
り
た
る
ふ
ね　

」
六
丁
ウ

と
て
は
た
ゝ
こ
の
江
左
衛
門
ふ
ね
は
か
り
な
り
人
々

半は
ん

死し

は
ん
し
や
う
に
し
て
そ
の
夜よ

の
あ
く
る
を
待ま
ち

け
る
と
こ
ろ
に
風
も
お
さ
ま
り
波な
み

静し
つ
かに

な
り
て

よ
こ
く
も
は
れ
ぬ
れ
は
人
々
み
な
ゆ
め
の
覚さ

め

た
る

心こ
ゝ

地ち

に
て
し
は
し
も
の
も
い
わ
さ
り
け
り
こ
ゝ
に

ふ
し
き
は
大
な
る
か
め
ふ
ね
の
下
よ
り
う
か
み
出

く
ひ
を
の
へ
船せ

ん

中ち
う

の
人
を
み
て
は
る
か
の
お
き

へ
ゆ
く
を
み
れ
は
す
き
つ
る
こ
ろ
大
坂さ

か

に
て

放は
う

生し
や
うせ

し
か
め
な
り
善せ
ん

根こ
ん

く
と
く
に
よ
る
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か
ゆ
へ
に
あ
や
う
き
な
ん
を
の
か
れ
た
り
諸し
よ　

」
七
丁
オ

善せ
ん

奉ふ

行き
や
う

〳
〵

蛇へ
ひ

人
の
命い
の
ちに

か
は
る
事

武ふ

州し
う

江
戸と

に
て
或あ
る

侍あ
ふ
ら
いよ

つ
や
あ
た
り
を
通と
を

り
し

時
五
寸
に
た
ら
さ
る
小
蛇へ

ひ

を
童わ
ら
ん
へ子

と
も
あ
つ
ま

り
居い

て
こ
ろ
さ
ん
と
し
け
る
を
こ
い
う
け
て
た
す

け
つ
ゝ
そ
の
ま
ゝ
爰
に
放は

な
ちな

は
ま
た
も
や
こ
ろ

さ
れ
な
ん
と
お
も
ひ
宿

し
ゆ
く

所し
よ

に
持
か
へ
り
て
箱は
こ

に
入

食し
き

を
あ
た
へ
日
か
す
お
く
り
て
養
や
し
な
い

見
け
る
ほ
と

に
二ふ

た

年と
せ

の
は
る
を
へ
て
此
蛇
二
尺
は
か
り

に
あ
い
の
ひ
ぬ
つ
ね
に
ね
こ
や
狗い

ぬ

の
こ
と
く
に
あ
い　

」
七
丁
ウ

な
れ
て
さ
ふ
ら
い
の
ひ
さ
も
と
に
わ
た
か
ま
り
居い

け

る
か
或あ

る

時
昼ひ
る

の
こ
と
な
る
に
う
た
ゝ
ね
し
て
目め

覚さ
め

お
き
け
る
と
て
足あ
し

を
の
は
せ
は
心
な
ら
す
に
お
も

わ
す
も
此
へ
び
を
ひ
し
と
ふ
む
く
つ
う
に
や
あ
り

て
な
ん
飛と

ひ

帰か
へ

り
あ
し
を
さ
す
毒と
く

む
し
の
こ
と
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な
れ
は
そ
の
い
た
み
つ
よ
く
し
て
せ
ん
〳
〵
に
は
れ

出
け
り
と
か
く
な
や
む
う
ち
に
か
の
へ
び
庭に

わ

の

草く
さ

む
ら
に
す
る
〳
〵
と
入
や
か
て
く
さ
一
も
と
く

わ
へ
き
た
り
か
の
き
ず
に
つ
け
ぬ
れ
は
即そ

く

時し

に
い
た
み
と
ま
り
け
り
へ
ひ
は
そ
こ
に
う
ず
く
ま　

」
八
丁
オ

（
挿
絵
）　

」
八
丁
ウ

り
て
死し

に

け
り
是
前せ
ん

代た
い

未み

聞も
ん

の
ふ
し
き
な
り
と

真さ
な

田た

伊い
つ
の豆

守か
み

殿と
の

家け

来ら
い

の
さ
ふ
ら
い
た
し
か
に
そ

の
あ
り
さ
ま
を
見
た
る
と
て
か
た
ら
れ
け
り

狐き
つ
ねの

報は
う

恩お
ん

に
よ
り
富ふ
う

貴き

と
な
る
事

伊い

勢せ

の
州く
に

津つ

と
い
ふ
所
に
木き

銭せ
に

屋
の
な
に
か
し
と
て

か
く
れ
な
き
う
と
く
の
人
あ
り
そ
も
〳
〵
こ
の
う
と
く

の
由ゆ

来ら
い

を
た
つ
ぬ
る
に
こ
ろ
は
慶け
い

長ち
や
う

年ね
ん

中ち
う

の
事

か
と
に
ち
か
き
あ
た
り
に
童わ

ら
ん
へ子

四
五
人
あ
つ
ま
り
て

狐き
つ
ね

疋ひ
き

を
と
ら
へ
鞭む
ち

杖つ
へ

を
く
わ
へ
う
ち
け
る
ほ
と
に　

」
九
丁
オ
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す
て
に
こ
ろ
さ
ん
と
す
る
を
木
銭
屋
の
あ
る
し

見
つ
け
銭せ

に

を
あ
た
へ
か
い
と
つ
て
た
す
け
け
り
そ
の

後の
ち

或あ
る

日
の
こ
と
な
る
に
あ
た
り
の
女
人
に
よ
の
つ
ね
出

入
す
る
も
の
有
来
て
寺て

ら

ま
い
り
を
す
る
と
て
わ
た

ほ
う
し
を
か
り
日
く
れ
か
た
に
か
へ
し
に
き
た
り
け
る

か
此
女
人
申
や
う
さ
れ
は
世
の
中
に
は
ふ
し
き
な
る
事

こ
そ
あ
れ
寺
の
林は

や
しの

中
に
狐き
つ
ねの

子こ

五
疋ひ
き

有
其

上
に
わ
た
ほ
う
し
の
き
れ
を
覆お

ゝ
いた

り
ゆ
き

て
御
覧ら

ん

あ
れ
や
と
云い
ひ

す
て
て
帰
り
ぬ
亭て
い

主し
ゆ

女
房は
う

と
も
ろ
と
も
に
あ
や
し
き
こ
と
に
思お
も
ひ　

」
九
丁
ウ

つ
ゝ
か
の
わ
た
ほ
う
し
を
と
り
あ
け
て
み
る
に

な
か
ば
は
き
れ
て
な
か
り
き
ま
た
そ
の
中
に
金き

ん

子す

両り
や
うあ

り
是
そ
き
た
い
の
た
め
し
な
り
と
て

ゆ
き
て
み
る
に
は
た
し
て
し
か
あ
り
猶な

を

も
不ふ

審し
ん

さ
よ
と
て
わ
た
ほ
う
し
か
り
た
る
女
人
の
も
と
へ
行

た
つ
ぬ
る
に
い
さ
ゝ
か
心
て
さ
に
あ
ら
す
と
こ
た
ふ

さ
て
そ
の
よ
う
つ
ゝ
に
き
つ
ね
き
た
り
て
今
日
の
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有
さ
ま
く
た
ん
の
御
は
う
し
や
み
な
こ
れ
わ
か
な
す

処
な
り
い
よ
〳
〵
ゆ
く
す
へ
は
ん
じ
や
う
た
る
へ
し
と

い
ふ
と
ひ
と
し
く
み
へ
さ
り
け
り
ほ
と
も
へ
ざ
り
け
る　

」
十
丁
オ

う
ち
に
近き

ん

国こ
く

に
か
く
れ
な
き
富ふ
う

貴き

の
家い
へ

と
な
る

世
の
人
う
た
ふ
て
は
や
り
こ
と
ゝ
な
す
○
つ
ゝ
じ
つ

は
き
は
山
々
て
ら
す
伊
勢
の
木
銭
屋
は
世
を
て

ら
す
と
今
に
至い

た

る
ま
て
そ
の
家
つ
ゝ
か
な
く
侍
り

け
り

法は
う

師し

熊く
ま

の
事

寛く
わ
ん

永ゑ
い

の
こ
ろ
武ふ

州し
う

江
戸と

の
伝て
ん

馬ま

町ち
や
うに

て
僧そ
う

一
人

奉ほ
う

加か

し
草さ
う

鞋あ
い

銭せ
ん

を
た
く
は
へ
学か
く

問も
ん

の
為た
め

に

奥お
う

州し
う

へ
く
た
る
に
い
つ
く
と
も
し
ら
ぬ
山
中
ふ
か
き
所

を
行
け
る
か
く
ま
の
わ
な
に
か
ゝ
り
た
る
を
見
付つ

け　

」
十
丁
ウ

た
す
け
て
と
を
り
ぬ
さ
し
も
そ
の
日
の
く
る
ゝ
お
り

か
ら
高た

か

き
山
の
こ
し
か
た
ゆ
く
す
へ
心
そ
ほ
く
も
た
と

り
行ゆ

く

と
こ
ろ
に
六
尺し
や
くあ

ま
り
の
ひ
け
男お
と
こな

へ
つ
る
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の
こ
と
く
に
そ
へ
た
る
刀か
た
なを

よ
こ
た
へ
あ
ら
き
つ
く
り
の

弓ゆ
み

に
さ
い
た
る
か
り
ま
た
打
ち
か
へ
法は
う

師し

に
出
向む
か
いて

い
ふ
や
う
は
い
か
に
汝

な
ん
ち

我わ
れ

は
こ
れ
山
賊そ
く

な
り
草さ
う

鞋あ
い

銭せ
ん

を
出
す
へ
し
も
し
い
た
さ
ぬ
も
の
な
ら
は
命い
の
ちを

か
わ

り
に
と
る
へ
し
い
ふ
い
や
と
よ
こ
れ
は
物
の
本ほ

ん

是

見
た
ま
へ
と
さ
し
出
す
盗ぬ

す

人
心
も
と
な
く
お
も
ひ
か
す

〳
〵
と
り
て
さ
か
す
所
を
す
き
ま
を
見
て
う
し
ろ　

」
十
一
丁
オ

の
谷た

に

に
つ
き
お
と
す
し
す
ま
し
た
り
と
て
あ
と

を
も
見
す
に
け
け
る
か
こ
ゝ
に
な
か
れ
の
あ
さ
き
石い

し

川
あ
り
足あ
し

に
ま
か
せ
て
か
ち
わ
た
り
し
て
む
か

ひ
の
き
し
に
至
り
ぬ
れ
は
つ
れ
て
あ
し
は
一い

つ

歩ほ

も
す
ゝ
ま
す
嗟
あ
〳
〵

呼
南な

無む

三
宝は
う

と
ね
ん
し
つ
ゝ
機き

を
し
つ
め
て
あ
た
り
を
見
れ
は
大た
い

木ほ
く

の
下し
た

に
あ
な

あ
り
や
う
〳
〵
是
に
よ
ろ
ぼ
い
入
し
は
ら
く
い
き
を

や
す
め
け
る
処
に
く
た
ん
の
男お

と
こあ

と
よ
り
お
つ
か
け

来
り
弓ゆ

み

と
矢や

を
打
つ
か
ひ
川
を
へ
た
て
穴あ
な

を
め
あ
て
に
立
む
か
い
て
の
ゝ
し
り
け
る
は
い
か
に　

」
十
一
丁
ウ
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（
挿
絵
）　

」
十
二
丁
オ

法
師
さ
き
ほ
と
の
返へ

ん

礼れ
い

に
さ
ひ
矢や

一
す
ち
ま
い

ら
せ
ん
と
よ
つ
引
て
は
た
と
い
る
む
さ
ん
や
な
大

男お
と
こ

法
師
を
い
る
と
お
も
ひ
し
か
あ
な
の
う
へ
に

く
ま
の
有
け
る
を
見
そ
ん
じ
て
い
あ
て
け
る

ほ
と
に
た
け
き
あ
ら
く
ま
い
か
り
を
な
し
や
に
は

に
か
わ
を
と
ひ
こ
へ
て
大
男
を
取
て
引
さ
き

く
ひ
て
け
り
是
ま
た
く
ま
の
報は

う

恩お
ん

に
あ
ら
す
や

鶏に
は
と
りの

事

正し
や
う

保ほ

五
年ね
ん

の
春は
る

津つ

の
国く
に

和い

泉つ
み

の
堺さ
か
いな

る
濃の
う

人に
ん　

」
十
二
丁
ウ

町
と
い
ふ
処
に
あ
る
も
の
年と

し

来こ
ろ

庭
鳥
を
か
い
お
き

け
る
か
り
や
う
り
し
て
食し

よ
くせ

ん
か
為
に
殺こ
ろ

さ
ん
と
し

け
る
に
ち
か
き
あ
た
り
の
浄

し
や
う

土と

寺て
ら

へ
に
け
入
ぬ
お
つ

か
け
て
ゆ
け
は
住ち

う

持ち

出
合あ
い

兎と

角か
く

い
ふ
て
た
す

け
そ
の
ま
ゝ
て
ら
に
お
く
つ
き
の
日
の
夜
か
の
庭
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鳥
よ
い
鳴な
き

を
す
る
事
し
は
〳
〵
し
け
し
寺し

中ち
う

こ
と
さ
わ
き
て
い
か
さ
ま
こ
れ
は
た
ゝ
事
に
あ
ら

す
人
々
ゆ
た
ん
す
へ
か
ら
す
と
て
そ
の
夜
は
み
な

い
ね
も
せ
て
す
こ
〳
〵
と
居い

た
り
し
か
盗ぬ
す

人

来
て
付つ

け

火ひ

を
し
て
寺て
ら

已す
て

に
や
け
な
ん
と
す
か
ね　

」
十
三
丁
オ

て
よ
う
し
ん
す
る
事
な
れ
は
も
へ
な
ん
と
せ
し

を
即そ

く

時し

に
う
ち
け
す
是
庭
鳥
の
報
恩
な
り
と

人
々
み
な
か
ん
し
け
り
さ
れ
は
庭
鳥
に
は
五
と
く
有

か
し
ら
に
冠

か
ん
む
りを

き
て
高か
う

官か
ん

の
か
た
ち
そ
な
は
れ
り

身
に
毌ほ

衣ろ

毛け

有
て
武む

者し
や

に
似に

た
り
足
に
け
つ
め
あ
り

よ
く
ほ
こ
の
い
き
を
ひ
を
な
す
食し

よ
くを

見
て
友
を
よ
ふ

は
是
仁し

ん

の
道み
ち

に
あ
ら
す
や
時
を
つ
く
り
て
人
に
無
常

を
す
ゝ
む
故

こ
の
ゆ
えに

そ
の
鳴な
く

こ
へ
を
聞き
く

に
下か

花け

露ろ

国こ

と
い
へ

り
ゆ
め
〳
〵
こ
ろ
す
こ
と
な
か
れ　

」
十
三
丁
ウ

猴さ
る

の
事

中
む
か
し
の
こ
と
な
れ
と
も
か
た
る
を
き
け
は
あ
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た
ら
し
や
そ
も
〳
〵
讃さ
ぬ

岐き

の
国
所
は
と
こ
と
も
し
ら

ね
と
も
か
た
り
し
人
は
津
の
国
に
て
な
に
は
入
江
に

よ
し
あ
る
人
な
り
或あ

る

侍さ
ふ
ら
いさ

る
の
生い
け

肝き
も

を
薬く
す
りに

す

る
と
て
下
人
に
云い

ひ

付
と
り
に
つ
か
は
す
生
し
や
う

命め
い

に

よ
つ
て
山
中
ふ
か
く
た
つ
ね
入
こ
ゝ
か
し
こ
の
谷た

に

山

め
く
り
に
い
ら
ぬ
所
の
な
か
り
け
れ
は
さ
る
一
ケこ

を

と
ら
へ
て
已
に
き
も
を
と
ら
ん
と
て
お
さ
へ
て

さ
る
の
お
も
て
を
み
る
に
な
み
た
を
な
か
し
な
き　

」
十
四
丁
オ

さ
け
ひ
手
を
あ
は
せ
拝
を
み
れ
は
人
に
少
も
あ

い
か
わ
ら
す
さ
し
も
つ
よ
き
か
の
お
と
こ
此
有
さ
ま

を
つ
く
〳
〵
見
て
あ
は
れ
ふ
ひ
ん
の
い
た
り
な
り
け
ふ

は
人
の
う
へ
あ
す
は
ま
た
我
か
身
の
う
へ
命い

の
ちお

し
む
は

み
な
〳
〵
お
な
じ
今こ

ん

生し
や
う

一
た
ん
の
此
身
を
む
さ
ぼ
り

薬や
く

味み

の
為
に
他
の
命
を
と
り
身
の
補
お
き
な
いに

せ
ん

と
は
い
さ
ゝ
か
以
て
非ひ

道た
う

な
り
生
し
や
う

命め
い

そ
む
き
か
た

し
と
て
是
を
こ
ろ
さ
ば
あ
い
と
も
に
長
き
よ

の
む
く
ひ
と
な
り
そ
の
怨お

ん

念ね
ん

止や
む

胡こ
と

あ
る
へ
か
ら
す
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と
ゆ
る
し
た
す
け
け
れ
は
礼ら
い

拝は
い

し
て
に
け
去さ
る　

」
十
四
丁
ウ

か
の
男お

と
こお

も
へ
ら
く
嗟あ

呼ゝ
う
き
よ
の
な
か
の
む
す

か
し
や
し
に
せ
ん
た
ゝ
か
く
な
ん
と
て
も
と
ゝ
り

き
つ
て
そ
れ
よ
り
も
し
よ
こ
く
行あ

ん

脚き
や

と
志
こ
ゝ
ろ
さ
し

　

ふ
も
と
を
さ
し
て
く
た
り
け
る
か
い
か
ゝ
し
た
り
け

る
や
ら
ん
つ
ゝ
ら
か
つ
ら
に
け
も
つ
れ
あ
し
を

ま
と
い
て
さ
か
し
ま
に
高た

か
いき

し
よ
り
は
る
か
の

谷た
に

に
中ち
う

に
さ
か
り
て
せ
ん
か
た
も
な
か
り
け
る

か
あ
ま
た
の
さ
る
と
も
一
時じ

に
き
た
り
い
ろ
〳
〵
智ち

慧ゑ

を
め
く
ら
し
て
か
の
お
と
こ
を
引
あ
け
さ
る

は
山
地ち

に
か
へ
り
け
る
と
か
た
る
を
聞き
ゝ

て
か
く
の　

」
十
五
丁
オ

こ
と
し

赤あ
か

貝か
い

の
事

丹た
ん

州し
う

宮み
や

津つ

の
侍
さ
ふ
ら
い

花
田た

瀬せ

兵ひ
や
う

衛へ

と
い
ふ
牢ら
う

人に
ん

正
保ほ

年ね
ん

中ち
う

の
事
か
と
に
播は
ん

州し
う

明あ
か

石し

に
暫
し
は
ら
く

有
し
か
そ
の

比こ
ろ

或あ
る

知ち

音い
ん

の
も
と
よ
り
よ
の
常つ
ね

に
す
く
れ
て
大
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き
な
る
あ
か
か
い
を
得
た
り
け
る
か
そ
の
庭
に

有
あ
ふ
人
々
り
や
う
り
し
て
是
を
食し

よ
くせ

ん
と

い
ふ
か
の
牢
人
は
信し

ん

心〳
〵

あ
る
人
に
て
志
こ
こ
ろ
さ
しの

日
な
り

と
て
た
す
け
し
は
ら
く
庭に

は

の
角す
み

に
お
く
か
く
て

お
も
わ
さ
り
し
に
其
町
の
辻つ

し

に
て
け
ん
く
わ
出　

」
十
五
丁
ウ

来
て
人
み
な
立
さ
わ
き
出
合
ふ
り
よ
に
き
す
を
か
し

む
る
も
の
多
く
并な

ら
ひに

死
す
る
人
も
有
此
牢
人
も
出

ゆ
か
ん
と
庭
に
を
り
は
き
も
の
を
た
つ
ね
し
に
い
か
ゝ

し
た
り
け
ん
く
た
ん
の
あ
か
貝
足
の
ゆ
ひ
を
は
さ
む

是
を
は
つ
さ
ん
と
し
け
る
中う

ち

に
時じ

刻こ
く

う
つ
り
て
闘と
う

諍し
や
うの

な
ん
を
の
か
れ
け
る
そ
の
夜よ

夢ゆ
め

み
ち
く
さ

も
し
ん
し
や
う
な
る
女に

よ

し
や
う
こ
き
く
れ
な
い
の
し
や
う

そ
く
に
て
ま
く
ら
か
み
に
た
ち
に
か
い
か
に
や
〳
〵

今
日
の
あ
や
う
き
御
命
は
わ
れ
〳
〵
た
す
け
奉

な
り
は
う
を
ん
の
し
る
し
か
く
の
こ
と
し
と
て
そ
の　

」
十
六
丁
オ

（
挿
絵
）　

」
十
六
丁
ウ
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ま
ゝ
赤あ
か

貝か
い

に
へ
ん
す
る
と
見
て
夢
覚さ
め

に
け
り

牢
人
ふ
し
き
の
お
も
ひ
を
な
し
所
は
こ
ゝ
と
み
れ

は
た
し
か
に
あ
か
か
い
あ
り
こ
れ
〳
〵
奇き

妙み
や
うの

た
め

し
な
り

鮑あ
は
ひを

助
た
す
け

船ふ
ね

の
難な
ん

を
の
か
る
ゝ
事

過
に
し
承

し
や
う

応わ
う

の
こ
ろ
上
京
に
川
辺へ
ん

に
住す
む

商あ
き
ん

人と

小こ

道た
う

具く

屋や

六
右
衛
門
と
い
ふ
も
の
筑つ
く

紫し

五
嶋た
う

平ひ
ら

戸と

へ
く
た
る

と
て
其
国こ

く

地ち

を
通
と
を
り

土と

佐さ

の
入
江
に
船
か
ゝ
り
せ
し
時
海あ

士ま

の
あ
わ
ひ
を
と
り
う
る
を
見
て
か
い
と
り
て

是
を
は
な
つ
お
り
し
も
風
に
し
け
ら
れ
て
こ
　ゝ

」
十
七
丁
オ

に
日
か
す
を
お
く
る
に
い
か
ゝ
し
た
り
け
ん
俄に

わ
かに

船ふ
な

そ

こ
よ
り
水
さ
し
入
す
て
に
し
つ
み
な
ん
と
す
る
船せ

ん

頭だ
う

も

加か

子こ

も
の
り
衆し
ゆ

も
ろ
と
も
に
あ
は
て
さ
わ
き
け
る

か
や
う
〳
〵
水
も
入
や
み
ぬ
船ふ

な

人
よ
ろ
こ
ひ
水
を
汲く
み

ほ
し
ふ
ね
の
そ
こ
を
み
れ
は
本
の
ふ
し
穴あ
な

あ
り

是
よ
り
入
に
こ
そ
と
て
よ
く
み
れ
は
あ
は
ひ
の

か
い
下
よ
り
す
い
つ
き
穴
の
ふ
た
と
な
り
て
水
を
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と
め
た
り
ま
こ
と
に
是
放は
う

生し
や
うの

利り

益や
く

な
り
と

人
々
か
の
六
右
衛
門
を
拝

お
か
み

扨
こ
れ
よ
り
一
処
に
の
り

合あ
い

た
る
も
の
一
生
あ
は
ひ
を
食
す
は
か
ら
し
と
た
か
い　

」
十
七
丁
ウ

に
誓ち

か
いを

た
て
に
け
り

狗い
ぬ

の
川か
は

を
渡わ
た

す
事

都み
や
この

西に
し

に
梅む
め

か
は
た
と
い
ふ
所
有
め
て
た
き
道た
う

心し
ん

者し
や

に
浄
し
や
う

保ほ

と
い
ふ
人
有
け
る
か
此
ち
か
き
こ
ろ
熊く
ま

野
参さ
ん

詣け
い

す
る
と
て
山
中
を
ゆ
く
み
ち
の
ほ
と
り

に
家い

へ

村む
ら

少
あ
り
男
一
人
赤あ
か

犬い
ぬ

を
一
疋ひ
き

木き

戸と

の
柱は
し
ら　

に
ま
と
い
付
て
う
ち
こ
ろ
さ
ん
と
す
る
所
に
浄
保

ゆ
き
か
ゝ
り
こ
わ
そ
も
い
か
な
る
と
か
の
有
や
ら
ん

ゆ
る
し
て
た
へ
と
手
を
合
わ
ひ
け
れ
と
も
な
か
〳
　〵

」
十
八
丁
オ

耳み
ゝ

に
も
き
ゝ
い
れ
す
し
き
り
に
か
し
や
く
し
こ
ろ

さ
ん
と
す
あ
ま
り
ふ
ひ
ん
に
お
も
ひ
つ
ゝ
な
み
た

を
な
か
し
さ
の
み
あ
ら
く
は
打
た
ま
い
そ
よ
さ
し
た
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る
と
か
は
有
ま
し
と
い
へ
は
さ
れ
は
此
狗い
ぬ

は
村む
ら

中ち
う

の

い
ぬ
を
食く

い

や
ゝ
も
す
れ
は
盗ぬ
す
みを

し
て
人
に
さ
ま

た
け
を
な
す
間
か
や
う
に
い
ま
し
め
侍
る
と
い
ふ

浄し
や
う

保ほ

聞
て
し
か
ら
は
ま
つ
此
つ
み
を
我わ
れ

に
ゆ
る
し

た
ひ
さ
ふ
ら
へ
生し

や
うあ

る
い
ぬ
の
事
な
れ
は
よ
く
物

を
し
る
そ
か
し
こ
の
た
ひ
の
こ
ら
し
め
を
か
れ
に

く
わ
し
く
云い

ひ

ふ
く
め
ん
と
こ
い
う
け
な
わ
を
と
き　

」
十
八
丁
ウ

ゆ
る
し
い
ぬ
の
か
し
ら
を
な
て
て
云い

は
くさ

る
に
て
も

汝な
ん
ちお

そ
ら
く
は
我わ
れ

な
か
り
せ
は
命
あ
る
ま
し

き
そ
よ
か
た
ら
は
物
を
た
し
か
に
き
け
天
地
の

間
の
万ば

ん

物も
つ

本も
と

同た
う

根こ
ん

一
智ち

の
性し
や
うを

具く

足そ
く

せ
り
心

の
迷ま

よ
いに

ひ
か
さ
れ
て
い
ろ
〳
〵
の
か
た
ち
を
建こ
ん

立り
う

す
汝
な
ん
ち

今
犬
の
す
か
た
を
う
け
得
た
る
も
過く
わ

去こ

に
て
け
ん
ど
ん
し
け
ん
の
業こ
う

を
つ
く
り
し
ゆ
へ

な
り
即そ

く

今こ
ん

貪と
ん

瞋し
ん

痴ち

の
三
毒と
く

有
業こ
う

に
こ
う

を
か
さ
ぬ
れ
は
未み

来ら
い

ま
た
三
塗づ

に
し
つ
む
也

三
宝は

う

に
昄き

依へ

す
へ
し
と
か
し
ら
に
有
を
少　

」
十
九
丁
オ
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そ
ゝ
ぎ
て
帰き

依へ

仏ふ
つ

昄
依
法は
う

帰き

依へ

像そ
う

と
さ
つ
け

つ
ゝ
く
ま
の
を
さ
し
て
い
そ
き
け
り
か
ゝ
る
所
に

川
有
こ
の
ほ
と
二
三
日
雨
の
ふ
り
た
る
事
な
れ

は
水
か
さ
ま
さ
り
て
渡わ

た

る
へ
き
や
う
な
し
あ
た

り
に
人
も
な
く
い
か
ゝ
せ
ん
と
た
ち
や
す
ら
ふ

所
に
う
し
ろ
よ
り
狗い

ぬ

来
り
衣
の
す
そ
を
く

わ
へ
引
み
れ
は
さ
き
ほ
と
た
す
け
し
犬い

ぬ

な
り

あ
や
し
き
事
に
は
お
も
へ
と
も
ま
つ
〳
〵
い
ぬ
に

し
た
か
い
ゆ
く
ほ
と
に
川
の
中
へ
お
の
れ
も

と
も
に
尾を

を
う
ち
ふ
り
て
そ
入
に
け
る
道た
う

者し
や　

」
十
九
丁
ウ

（
挿
絵
）　

」
二
〇
丁
オ

か
の
い
ぬ
を
せ
ん
た
ち
に
し
て
川
の
あ
さ
瀬せ

を

な
ん
な
く
わ
た
り
む
か
い
の
き
し
に
つ
く
い
ぬ
は

そ
の
ま
ゝ
か
へ
り
け
り

烏か
ら
す

小こ

刀か
た
なを

持も
ち

来き
た

る
事

近ち
か

き
こ
ろ
下し
も

東
松
原
邉へ
ん

に
寿し
ゆ

庵あ
ん

と
い
ふ
針は
り

た
て
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有
此
人
つ
ね
に
上
の
醍た
い

醐こ

へ
り
や
う
ち
の
為
に
行

か
よ
ふ
あ
る
時
み
ち
に
て
村む

ら

か
ら
す
く
い
あ
い

て
田
の
中
に
落
け
り
田て

ん

夫ふ

の
男
は
た
け
に

有
し
か
是
を
み
て
や
か
て
と
ら
へ
こ
ろ
さ
ん

と
す
る
を
寿
庵
ゆ
き
か
ゝ
り
是せ

非ひ

と
も
に　

」
二
十
丁
ウ

申
と
け
ん
薬
に
入
と
て
少
銭
を
あ
た
へ
つ
ゝ
か
い

と
り
て
と
り
は
つ
し
た
る
て
い
に
て
放
け
り
扨

そ
の
日
か
へ
る
と
て
山
み
ち
を
と
を
り
し
か

あ
ま
り
く
た
ひ
れ
竹
の
は
や
し
に
た
ち
よ
り
枝

を
き
ら
ん
と
て
小
刀
を
た
つ
ぬ
る
に
い
つ
く
に
か

を
と
し
つ
ら
ん
ぬ
き
う
せ
て
み
へ
す
み
ち
の

か
た
は
ら
に
や
す
み
居
て
嗟
呼
こ
と
か
け
た
る

仕
合
か
な
と
つ
ふ
や
き
け
る
所
に
く
た
ん
の
か
ら
す

い
つ
く
と
も
し
ら
す
小
刀
を
く
わ
へ
来
り
て
寿

庵
の
ま
へ
に
お
き
さ
り
ぬ
さ
れ
は
い
に
し
へ
も　

」
二
十
一
丁
オ

か
ゝ
る
た
め
し
こ
そ
あ
れ
鷹た

か

の
文
つ
か
い
を
し
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或あ
る
いは

鳫か
ん

書し
よ

と
い
ふ
も
是
に
て
似
た
る
事
と
も

な
り

燕つ
は
め

蟻あ
り

の
事

三み

河か
わ

の
国く
に

八
は
し
の
辺へ
ん

に
て
つ
は
め
と
い
ふ
や

さ
し
き
鳥
森も

り

の
木こ

か
け
に
巣す

を
か
け
し
か

お
り
し
も
こ
ろ
は
五さ

み
た
れ

月
雨
の
ふ
り
す
さ
み
た
る
折

か
ら
な
れ
は
林は

や
しの

下
を
く
ゝ
る
水
に
あ
り
の

な
か
れ
て
う
き
ぬ
し
つ
み
ぬ
命
か
き
り
と
み
へ
け
る

か
身
を
す
て
は
て
ゝ
あ
り
け
る
む
し
の
う
か
む　

」
二
十
一
丁
ウ

瀬せ

も
あ
る
な
ら
ひ
す
や
一
壺こ

千
金き
ん

の
こ
と
く
な
る

水
に
う
き
木
の
た
か
ら
を
持
た
り
ゆ
へ
い
か
ん
と

な
れ
は
く
た
ん
の
つ
は
め
も
り
の
中
よ
り
か
れ

木
の
ゑ
た
を
く
わ
へ
て
お
と
せ
は
是
を
た
よ
り

に
た
す
か
り
ぬ
さ
て
時
も
う
つ
ら
さ
る
所
に
餌ゑ

さ
し
来
り
竿さ
ほ

を
の
へ
て
か
の
つ
は
め
を
さ
ら
ん

と
す
る
を
た
す
け
ら
れ
た
る
あ
り
ど
も
餌

さ
し
の
足あ

し

を
し
か
と
さ
し
け
れ
は
お
ひ
へ
て
さ
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ほ
を
な
け
す
て
け
れ
は
つ
は
め
も
と
ひ
さ
る
此

あ
り
さ
ま
を
は
し
め
お
は
り
み
て
行あ

ん

脚き
や

の
僧　

」
二
十
二
丁
ウ

め
つ
ら
し
き
事
と
か
た
ら
れ
け
り

川か
わ

太た

郎ら
う

の
事

過
に
し
春
の
こ
と
か
や
豊ふ

ん

後こ

の
山
家か

に
す
み
け
る

百ひ
や
く

姓し
や
うの

馬む
ま

野の

に
出
て
草く
さ

を
は
む
所
を
ち
か

き
あ
た
り
の
池い

け

の
中
よ
り
川
太
郎
と
い
ふ
へ
ん

げ
の
も
の
其
か
た
ち
人
に
似に

て
三
歳
は
か
り
な
る

童わ
ら
ん

子へ

の
こ
と
く
に
あ
い
み
へ
て
か
の
馬
を
と
ら
ん

か
為
に
引
つ
な
を
身
に
ま
と
い
水す

い

中ち
う

に
引
い

れ
ん
と
せ
し
か
此
馬
飛と

ん

て
宿や
と

に
か
へ
り
け
り

馬
の
主ぬ

し

是
を
み
て
い
か
な
る
も
の
や
ら
ん
と
あ
や　

」
二
十
二
丁
ウ

し
む
所
に
人
々
あ
つ
ま
り
て
市い

ち

を
な
す
よ
ゝ

み
し
る
も
の
有
て
是
は
川
太
郎
と
い
ふ
物
な
り

人
に
あ
た
を
な
す
も
の
そ
と
い
へ
は
さ
も
あ
ら
は

生い
け

て
は
あ
し
か
る
へ
し
と
て
馬
屋
の
柱は
し
らに

し
は
り
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つ
け
一
日
二
日
を
き
け
れ
は
食
し
よ
く

物も
つ

水
に
飢う
へ

つ
か

れ
う
こ
く
所
は
眼め

は
か
り
也
家
内
に
つ
か
わ
れ
け
る

下
女
か
れ
に
む
か
い
あ
さ
ま
し
き
も
の
ゝ
有
さ
ま

か
な
人
に
あ
た
を
な
す
も
の
は
か
く
こ
そ
い
ま
し

め
ら
る
へ
け
れ
と
て
に
こ
り
水
を
か
し
ら
に

か
く
れ
は
水
を
こ
の
む
川
太
郎
ち
か
ら
を
得　

」
二
十
三
丁
オ

て
な
わ
を
き
り
行
か
た
し
ら
す
う
せ
に
け
り

さ
れ
は
其
夜
下
女
の
く
し
箱
に
金
子
を
川
の

う
き
も
に
つ
ゝ
み
て
入
な
き
け
る
と
か
く
れ
も
な

き
事
に
侍
る
ま
こ
と
に
此
下
女
か
あ
や
ま
つ
て

な
け
う
つ
毒と

く

水す
い

帰
て
薬く
す
りと

な
り
善
根
と
な
る

い
は
ん
や
ま
こ
と
の
心
に
て
善
根
の
た
ね
を

う
へ
な
は
な
と
か
其
果く

わ

の
し
る
し
な
か
ら
さ
る
ん

や

猫ね
こ

と
鶏
に
は
と
りの

事

長な
か

門と

の
州
山
口
の
侍
そ
れ
か
し
別
し
て
庭
鳥　

」
二
十
三
丁
ウ
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（
挿
絵
）　

」
二
四
丁
オ

を
す
き
こ
の
み
多お

ゝ
くか

い
け
る
そ
の
中
に
ひ
さ
う

し
け
る
か
し
わ
鳥
あ
る
時
よ
い
鳴
を
す
る
に

よ
り
て
普ふ

代た
い

の
若わ
か

等と
う

こ
れ
を
聞
ふ
き
つ

な
か
つ
に
な
か
す
へ
し
と
て
こ
も
に
つ
ゝ
む
を
主

人
見
て
む
け
に
こ
ろ
す
は
ふ
ひ
ん
の
い
た
り
な
り

そ
れ
人
間
の
時
を
う
つ
役や

く

人
も
あ
や
ま
つ
事

か
な
ら
す
し
も
あ
り
ま
し
て
畜ち

く

生し
や
うの

こ
と

な
れ
は
か
ゝ
る
事
の
有
ま
し
き
に
あ
ら
す
死し

罪さ
い

を
ゆ
る
せ
と
て
山
に
お
い
は
な
つ
次つ
き

の
日

朋ほ
う

友ゆ
う

の
侍
扇
鳥
野
に
出
か
の
庭
鳥
の
き
よ
け　

」
二
十
四
丁
ウ

な
る
を
見
つ
け
か
い
鳥
に
せ
ん
と
て
つ
れ
て
宿し

ゆ
く　

所
に
か
へ
り
ぬ
そ
の
夜
夢む

中ち
う

に
つ
け
て
云
い
は
く

我
々

こ
れ
な
に
か
し
の
鳥
な
り
主
人
の
家
に
年
を

へ
た
る
古
ね
こ
あ
り
明
日
主
人
に
毒と

く

を
あ

た
へ
こ
ろ
す
へ
き
は
か
り
こ
と
を
な
す
猫ね

こ

ま
た
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と
い
ふ
も
の
也
わ
れ
よ
く
是
を
し
る
間
よ
い
鳴な
き

を

し
て
主
人
に
つ
く
れ
と
も
し
ら
す
し
て
か
へ
つ
て

わ
れ
を
罰は

つ

す
ね
か
は
く
は
此
事
を
主
人
に
つ
け

て
た
ま
わ
れ
と
い
ふ
と
ひ
と
し
く
夢ゆ

め

さ
め
に

け
り
ふ
し
き
に
お
も
ひ
早さ

う

天て
ん

に
か
の
庭
鳥
の
主
人　

」
二
十
五
丁
オ

の
も
と
に
ゆ
き
し
か
〳
〵
と
い
ふ
主
人
心
得
た
り

さ
あ
ら
は
此
方
に
て
朝

ち
や
う

飯は
ん

を
ま
い
ら
れ
よ
と
て

宮
こ
の
り
や
う
り
を
こ
し
ら
へ
て
出
さ
ん
と
し
け
る

に
汁
の
入
た
る
器き

物も
つ

の
上
を
ね
こ
来
て
飛と
ひ

こ
へ

た
り
す
は
や
と
お
も
ひ
そ
の
し
る
を
飯め

し

に
ま
し
へ

ね
こ
に
あ
た
ふ
畜ち

く

生し
や
うの

あ
さ
ま
し
さ
は
是
を
し
ら

す
し
て
食く

ら
ふほ

と
に
即そ
く

座さ

に
死し

す
る
人
々
見
て

お
と
ろ
き
あ
へ
り
さ
て
其
庭
鳥
を
こ
い
帰
し

い
よ
〳
〵
ひ
さ
う
し
け
る
と
そ
の
人
と
か
た
ら
れ

け
し
る　

」
二
十
五
丁
ウ

雑さ

喉こ

を
放は
な
ちて

徳と
く

益や
く

を
得
事
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近ち
か

き
こ
ろ
伏ふ
し

見み

豊ふ
ん

後こ

橋は
し

の
辺へ
ん

に
住す
む

六
十
余あ
ま

り

の
男
有
若わ

か

き
時
よ
り
殺せ
つ

生し
や
うを

こ
の
み
常

に
ざ
こ
の
魚う

を

な
と
と
り
て
食
し
け
り
あ
る

つ
れ
〳
〵
に
ざ
こ
を
す
く
い
と
り
汁
に
せ
ん
と

い
ふ
其
子
二は

た

ち
十
歳
は
か
り
な
る
か
お
や
に
引
か
へ
て

つ
ね
〳
〵
念
仏
な
と
よ
く
申
侍
り
け
り
お
や

の
殺
生
を
か
な
し
み
と
り
来
る
さ
こ
を
こ
い

う
け
是
非
〳
〵
水
に
は
な
さ
ん
と
い
ふ
親
か
つ

て
聞
入
す
そ
の
時
に
子
申
や
う
此
ち
か
き
あ　

」
二
十
六
丁
オ

た
り
黄わ

う

檗は
く

山さ
ん

隠い
ん

元け
ん

禅せ
ん

師し

の
お
は
し
ま
す
御み

寺て
ら

へ
お
り
〳
〵
参さ
ん

詣け
い

し
け
る
所
に
魚う
を

鳥と
り

多お
ゝ
くは

な

し
経

き
や
う

多た

羅ら

尼に

な
と
御
と
な
へ
な
か
〳
〵
殊し
ゆ

勝し
よ
うな

る
事
と
も
也
是
を
見
か
れ
を
聞
に
つ
け
て

お
も
ふ
に
此
さ
こ
食
し
た
り
と
て
い
く
ほ
と

の
よ
は
い
を
へ
ん
あ
ち
わ
い
有
と
て
も
し

は
ら
く
の
う
ち
な
り
ひ
た
す
ら
我
に
た
へ
と

な
け
き
け
れ
は
お
や
も
子
に
は
ち
か
わ
し
く
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や
お
も
ひ
け
ん
子
に
あ
た
へ
け
れ
は
其
ま
ま
川

の
ほ
と
り
へ
持
ゆ
き
念
仏
申
て
放
け
る
か　

」
二
十
六
丁
ウ

有
き
わ
に
ち
い
さ
き
袋
見
へ
た
り
け
り
い
か
ゝ

と
あ
や
し
み
と
り
あ
け
み
れ
は
白
銀
あ
り

や
か
て
持
か
へ
り
こ
れ
〳
〵
見
た
ま
へ
放
生
の

く
と
く
た
ち
ま
ち
眼
前
に
あ
ら
は
れ
た
り

と
て
か
の
か
ね
を
親
に
あ
た
へ
け
り
親
も
奇き

異い

の
お
も
ひ
を
な
し
年
来
つ
く
り
し
殺

生
を
く
や
み
さ
ん
け
し
て
や
み
ぬ
ま
こ
と

い
み
し
か
り
つ
る
事
也　

」
二
十
七
丁
オ

﹇
付
記
﹈ 　

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
の
ご
許
可
を
く
だ
さ
っ
た
千
代
田
区
立
図
書
館
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
各
氏
、
資
料
の
調
査
・
翻
刻
・

図
版
掲
載
の
ご
許
可
を
く
だ
さ
っ
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
た
き
や
ま　

あ
ら
し　

早
稲
田
大
学
高
等
学
院
・
海
城
中
学
高
等
学
校
国
語
科
非
常
勤
講
師
）


